
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

96

○ 9

○ ○ 1

３
学
期

 単元　現代と社会
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉え、論点を
明確にしながら要旨を把握する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えが的確に伝わる文章になるよう工夫
する。

・指導事項
鷲田清一「支え合うことの意味」
抽象的な表現の意味を把握しながら、「支え合
うことの意味」について考えを深める。

・教材
標準論理国語、新国語便覧
パスポート国語必携

○ ○ ○

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通して、語彙が増えているか。
話し言葉と書き言葉の特徴を理解するとともに、使い分けができているか。

【思考・判断・表現】
学習課題についてより深い読み取り、論考ができるか。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞いたりし、学びを深めようとして
いるか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確に取捨選択することができるか。

【方法】
定期考査、小テスト、提出課題、出席状況、授業態度。

○ ○

定期考査
○ ○ 1

合計

国語 論理国語
国語 論理国語 3

論理国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

検証したり学術的な学習の基礎を学んだりするため
に必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通
して、実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け
るようにする。

論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に
考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることがで
きるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯
にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を
通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

『高等学校　標準論理国語』（第一学習社）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深め、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

思 態
配当
時数

１
学
期

 単元　新しい視点
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉え、論点を
明確にしながら要旨を把握する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
池内了「新しい博物学を」
各段落の役割や関係を把握し、筆者の提案する
「新しい博物学」の意義と可能性を考察する。

・教材
標準論理国語、新国語便覧
パスポート国語必携

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通して、語彙が増えているか。
話し言葉と書き言葉の特徴を理解するとともに、使い分けができているか。

【思考・判断・表現】
学習課題についてより深い読み取り、論考ができるか。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞いたりし、学びを深めようとして
いるか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確に取捨選択することができるか。

【方法】
定期考査、小テスト、提出課題、出席状況、授業態度。

○ ○ ○ 8

 単元　新しい視点
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり発
表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
苫野一徳「哲学的思考とは何か」
具体例や言い換えに留意しながら内容を正確に
把握し、「哲学的思考」の方法を理解する。

・教材
標準論理国語、新国語便覧
パスポート国語必携

○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○ 1

 単元　人間と社会
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉え、論点を
明確にしながら要旨を把握する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
岡本真一郎「ＳＮＳと意見の分極化」
フェイクニュースの社会的問題を分析的に説明
する論展開を把握し、自分に照らして考えを深
める。

・教材
標準論理国語、新国語便覧
パスポート国語必携

○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

 単元　人間と社会
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり発
表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
平田オリザ「コミュニケーションの文化」
文章構成や事例をもとに「コミュニケーション
の文化」についての筆者の主張を把握する。

・教材
標準論理国語、新国語便覧
パスポート国語必携

○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

定期考査

10

 単元　生活と自然
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉え、論点を
明確にしながら要旨を把握する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
大倉茂「カブトムシから考える里山と物質循
環」
人間と自然との関わりの変化を、自然の社会化
という視点から考察した筆者の論理を読み解
く。

・教材
標準論理国語、新国語便覧
パスポート国語必携

○ ○ ○

○ ○ 1

 単元　生活と自然
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり発
表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
千松信也「クマを変えてしまう人間」
猟師である筆者の体験をもとに語られる、人間
の活動と自然との関係について理解を深める。

・教材
標準論理国語、新国語便覧
パスポート国語必携

○ ○ ○

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通して、語彙が増えているか。
話し言葉と書き言葉の特徴を理解するとともに、使い分けができているか。

【思考・判断・表現】
学習課題についてより深い読み取り、論考ができるか。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞いたりし、学びを深めようとして
いるか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確に取捨選択することができるか。

【方法】
定期考査、小テスト、提出課題、出席状況、授業態度。

定期考査

○ ○ ○

２
学
期

 単元　生への思索
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり発
表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
森本哲郎「経験の教えについて」
論理的文章の構成の型を知り、「経験の教え」
について自分に引き付けて考えを深める。

・教材
標準論理国語、新国語便覧
パスポート国語必携

○ ○ ○ ○ ○ ○

 単元　生への思索
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉え、論点を
明確にしながら要旨を把握する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
森達也「僕らの時代のメディア・リテラシー」
筆者の主張の要点を理解し、市場原理の主体と
メディアとの関係について考えを深める。

・教材
標準論理国語、新国語便覧
パスポート国語必携

○ ○ ○

○ ○

定期考査

○ 11

1

12

○ ○ ○ 11

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

合計

64

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通して、語彙が増えているか。
話し言葉と書き言葉の特徴を理解するとともに、使い
分けができているか。

【思考・判断・表現】
学習課題についてより深い読み取り、論考ができる
か。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞いたり
し、学びを深めようとしているか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確に取捨
選択することができるか。

【方法】
定期考査、小テスト、提出課題、出席状況、授業態
度。

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通して、語彙が増えているか。
話し言葉と書き言葉の特徴を理解するとともに、使い
分けができているか。

【思考・判断・表現】
学習課題についてより深い読み取り、論考ができる
か。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞いたり
し、学びを深めようとしているか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確に取捨
選択することができるか。

【方法】
定期考査、小テスト、提出課題、出席状況、授業態
度。

１
学
期

２
学
期

○ ○ 1

３
学
期

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通して、語彙が増えているか。
話し言葉と書き言葉の特徴を理解するとともに、使い
分けができているか。

【思考・判断・表現】
学習課題についてより深い読み取り、論考ができる
か。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞いたり
し、学びを深めようとしているか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確に取捨
選択することができるか。

【方法】
定期考査、小テスト、提出課題、出席状況、授業態
度。定期考査

定期考査
○ ○ 1

F 単元
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり発
表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
演習（語彙力、長文読解）
・教材
５黒い裾
６利休の死　利休の闇 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 8

検証したり学術的な学習の基礎を学んだりするため
に必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通
して、実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け
るようにする。

論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に
考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることがで
きるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言
語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して
他者や社会に関わろうとする態度を養う。

思 態
配当
時数

A 単元
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり発
表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
演習（語彙力、長文読解）
・文章読解
１日本人とアイデンティティ
２日本の文化構造 ○ 〇 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 8

国語 国語演習AD
国語 国語演習AD 2

国語演習AD

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

『大学入学共通テスト　準備演習　論理・文学編』『キーワードの卵』

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深め、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

7

C 単元
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり発
表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
演習（語彙力、長文読解）
・教材
５科学の目　科学のこころ
　ハンディキャップの原理
６街場の読書論
　デジタル時代の著作権

○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

B 単元
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり発
表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
演習（語彙力、長文読解）
・教材
３遊びと文化
４うわさとは何か、科学者という
仕事

〇 ○ ○ ○ ○ ○

12

○ ○ 1

D 単元
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり発
表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
演習（語彙力、長文読解）
・教材
１素足の娘
２文鳥 ○ 〇 ○ ○○ ○

定期考査

○

○ ○ ○

10

○ ○ 9

E 単元
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり発
表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
演習（語彙力、長文読解）
・教材
３りん、りん、りん　朝、自転車
の音がした
４雨をわたる

○

G 単元　標準編
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉え、論点を
明確にしながら要旨を把握する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えが的確に伝わる文章になるよう工夫
する。

・指導事項
演習（長文問題）
・文章読解
大学入試共通テスト過去問
大学２次試験過去問
・教材
過去問より抜粋

○ ○ ○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○ 10

9
２
学
期

F 単元　標準編
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり発
表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
演習（覚えておきたい漢字、慣用表現、表現、
語彙、文章題、口語文法、敬語、カタカナ語、
国語常識）
・文章読解
田口茂「現象学という思考」
森本哲郎「見わたせば･･･」
・教材
正しく読み・解くための力をつける現代文　ス
テップ２

○ 〇 ○ ○ ○ ○

定期考査

8

○ ○ 1

D 単元　標準編
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり発
表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
演習（身につけておきたい漢字、慣用表現、表
現、語彙、文章題、カタカナ語、国語常識）
・文章読解
鷲田清一「哲学の使い方」
稲葉振一郎「これからのロボット倫理学」
・教材
正しく読み・解くための力をつける現代文　ス
テップ２

○ 〇 ○

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通して、語彙が増えているか。
話し言葉と書き言葉の特徴を理解するとともに、使い分けが
できているか。

【思考・判断・表現】
学習課題についてより深い読み取り、論考ができるか。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞いたりし、学
びを深めようとしているか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確に取捨選択する
ことができるか。

【方法】
定期考査、小テスト、提出課題、出席状況、授業態度。

○ ○ ○

E 単元　標準編
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉え、論点を
明確にしながら要旨を把握する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えが的確に伝わる文章になるよう工夫
する。

・指導事項
演習（覚えておきたい漢字、慣用表現、表現、
語彙、文章題、口語文法、敬語、現代用語）
・文章読解
三浦しおん「政と源」
俵万智「三十一文字のパレット」
・教材
正しく読み・解くための力をつける現代文　ス
テップ２

○ ○ ○ ○ ○ ○

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 7

○ ○ 8

○ ○ 7

12

領域
評価規準 知

１
学
期

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通して、語彙が増えているか。
話し言葉と書き言葉の特徴を理解するとともに、使い分けが
できているか。

【思考・判断・表現】
学習課題についてより深い読み取り、論考ができるか。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞いたりし、学
びを深めようとしているか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確に取捨選択する
ことができるか。

【方法】
定期考査、小テスト、提出課題、出席状況、授業態度。

○

C 単元　基礎編
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉え、論点を
明確にしながら要旨を把握する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えが的確に伝わる文章になるよう工夫
する。

・指導事項
演習（身につけておきたい漢字、慣用表現、表
現、語彙、文章題、現代用語）
・文章読解
井上智洋「人工知能と経済の未来」
開高健「裸の王様」
・教材
正しく読み・解くための力をつける現代文　ス
テップ２

○ ○ ○ ○

B 単元　基礎編
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり発
表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
演習（基本的な漢字、慣用表現、表現、語彙、
日本文学史、カタカナ語、国語常識）
・文章読解
船木亨「現代思想講義」
南野忠晴「社会の中で生きている」
・教材
正しく読み・解くための力をつける現代文　ス
テップ２

〇 ○ ○ ○

国語 国語演習BA
国語 国語演習BA 2

国語演習BA

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

『正しく読み・解くための力をつける現代文　ステップ２』（数研出版）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深め、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

○ ○

検証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために
必要な語句の量を増し、文章の中で使うことを通し
て、実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよ
うにする。

論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考
える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、
自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるよ
うにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言
語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して
他者や社会に関わろうとする態度を養う。

思 態
配当
時数

A 単元　基礎編
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉え、論点を
明確にしながら要旨を把握する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め
る。

・指導事項
演習（基本的な漢字、慣用表現、表現、語彙、
日本文学史、現代用語）
・文章読解
大石善隆「コケはなぜに美しい」
福岡伸一「多様性は人間だけのものか」
・教材
正しく読み・解くための力をつける現代文　ス
テップ２

○ 〇 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

1

合計

64

３
学
期

G 単元　標準編
【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉え、論点を
明確にしながら要旨を把握する方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えが的確に伝わる文章になるよう工夫
する。

・指導事項
演習、ＳＰＩ、公務員試験
（二語の関係、複数の意味、語句の意味、四字熟語、整序問
題、類義語、反対語、ことわざ、長文問題、文学史、漢字）
・文章読解
中村桂子「生命科学」
小林康夫「身体と空間」
・教材
正しく読み・解くための力をつける現代文　ステップ２

○ ○ ○

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通して、語彙が増えているか。
話し言葉と書き言葉の特徴を理解するとともに、使い分けができているか。

【思考・判断・表現】
学習課題についてより深い読み取り、論考ができるか。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞いたりし、学びを深めようとして
いるか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確に取捨選択することができるか。

【方法】
定期考査、小テスト、提出課題、出席状況、授業態度。

○ ○

定期考査



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

１学期

 単元
【知識及び技能】
文字や語句について調べ、文や文章の明確な表現の方法につい
て知る。
【思考力、判断力、表現力等】
言語活動の特質を理解し、自己の能力として定着させる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に言語文化や言語感覚についての学習に取り組み、能力
を高め、可能性を広げる。

・指導事項
文のつなぎ方
発想を広げて書く
・教材
『国語表現』『国語表現　基礎練習
ノート』

○ 〇 〇 ○ ○ ○ 10

大山 国語 小論文演習
国語 小論文演習 2

『国語表現』（大修館）『国語表現　基礎練習ノート』（大修館）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】言語活動を通し、漢字や語句、文意の明確化や文章の構成といった事項に関わる知識や技能を高める。

言語活動の特質を理解し、自ら思考し意見を相手に伝える表現力を付け、自己の能力として定着させる。

積極的に言語文化や言語感覚についての学習に取り組み、能力を高め、可能性を広げる。

配当
時数

A 単元
【知識及び技能】
文字や語句について調べ、文や文章の明確な表現の方法につい
て知る。
【思考力、判断力、表現力等】
言語活動の特質を理解し、自己の能力として定着させる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に言語文化や言語感覚についての学習に取り組み、能力
を高め、可能性を広げる。

・指導事項
言葉と表現
小論文とは何か
・教材
『国語表現』『国語表現　基礎練習
ノート』

○ 〇 〇 12

小論文演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

小論文を書く上で必要となる語彙を豊かにし、
適切な表現方法を身に付ける。

小論文及び面接、集団討議における重要事項を理解
し、自ら考え適切に表現する能力を高める。

言語活動に積極的に取り組むことによって、言
語活動の向上を図る態度や自主的に学び続ける
姿勢を育てる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○

思 態

12

C 単元
【知識及び技能】
文字や語句について調べ、文や文章の明確な表現の方法につい
て知る。
【思考力、判断力、表現力等】
言語活動の特質を理解し、自己の能力として定着させる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に言語文化や言語感覚についての学習に取り組み、能力
を高め、可能性を広げる。

・指導事項
整った文を書く
反論を想定して書く
面接練習
・教材
『国語表現』『国語表現　基礎練習
ノート』

○ 〇 〇 ○ ○ ○

15

 単元
【知識及び技能】
文字や語句について調べ、文や文章の明確な表現の方法につい
て知る。
【思考力、判断力、表現力等】
言語活動の特質を理解し、自己の能力として定着させる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に言語文化や言語感覚についての学習に取り組み、能力
を高め、可能性を広げる。

・指導事項
わかりやすい文を書く
統計資料を読み取って書く
志望理由書
ディスカッション、プレゼン
・教材
『国語表現』『国語表現　基礎練習
ノート』

○ 〇 〇

 単元
【知識及び技能】
文字や語句について調べ、文や文章の明確な表現の方法につい
て知る。
【思考力、判断力、表現力等】
言語活動の特質を理解し、自己の能力として定着させる。
【学びに向かう力、人間性等】
積極的に言語文化や言語感覚についての学習に取り組み、能力
を高め、可能性を広げる。

・指導事項
相手に応じた言葉遣い
文章を読み取って書く
自己PR
・教材
『国語表現』『国語表現　基礎練習
ノート』

○ 〇 〇

15

合計

64

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通し語彙が増えているか。
話し言葉と書き言葉の特徴を理解するととも
に、使い分けができているか。
【思考・判断・表現】
学習課題についてより深い読み取り、論考がで
きるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞
いたりし、学びを深めようとしているか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確
に取捨選択することができるか。
【方法】
小テスト、提出課題、出席状況、授業態度。

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通し語彙が増えているか。
話し言葉と書き言葉の特徴を理解するととも
に、使い分けができているか。
【思考・判断・表現】
学習課題についてより深い読み取り、論考がで
きるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞
いたりし、学びを深めようとしているか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確
に取捨選択することができるか。
【方法】
小テスト、提出課題、出席状況、授業態度。

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通し語彙が増えているか。
話し言葉と書き言葉の特徴を理解するととも
に、使い分けができているか。
【思考・判断・表現】
学習課題についてより深い読み取り、論考がで
きるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞
いたりし、学びを深めようとしているか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確
に取捨選択することができるか。
【方法】
小テスト、提出課題、出席状況、授業態度。

３
学
期

○ ○ ○

２
学
期

○ ○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

国語 古典演習
国語 古典演習 2

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉の持つ価値の認識を深め、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上をはかる態度を養う。

古典演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

定期考査
○ ○

検証したり学術的な学習の基礎を学んだりする
ために必要な語句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、実社会に必要な国語の知識や技
能を身に付けるようにする。

論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造
的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合
う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたり
することができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

○ 6

B 単元
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり
発表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深
める。

漢文の助字・置き字・再読文字のあ
る文を書き下し文に直す。

○ 〇 ○ ○ ○ 7

A 単元
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり
発表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深
める。

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直
す。
自動詞と他動詞を分類する。品詞の
種類を識別する。

○ 〇

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通して、語彙が増えているか。
助動詞の意味と活用を理解し、判別できているか。

【思考・判断・表現】
学習課題についてより深く読み取り、論考ができているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞いたりし、学びを深めようとして
いるか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確に取捨選択することができるか。

【方法】
定期考査、小テスト、提出課題、出席状況、授業態度。

○ ○

C 単元
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり
発表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深
める。

形容詞・形容動詞・助動詞「る・ら
る・す・さす・しむ」「き・けり・
つ・ぬ・たり・り」「む・らむ・け
む」

○ 〇 ○ 9

D 単元
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり
発表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深
める。

助動詞「べし・まし」「めり・な
り・らし」「ず・じ・まじ」「な
り・たり」

○ 〇 ○ ○ ○ 9

○ ○

1

２
学
期

E 単元
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり
発表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深
める。

助動詞「まほし・たし」・格助詞・
接続助詞・係助詞・副助詞・終助詞

1 〇

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通して、語彙が増えているか。
助動詞の意味と活用を理解し、判別できているか。

【思考・判断・表現】
学習課題についてより深く読み取り、論考ができているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞いたりし、学びを深めようとして
いるか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確に取捨選択することができるか。

【方法】
定期考査、小テスト、提出課題、出席状況、授業態度。

1 10

F 単元
【知識及び技能】
文章の構成や展開の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の内容を基に、自分の考えを論述したり
発表したりする方法を学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深
める。

大学入学共通テスト対策問題（古
文・漢文）

〇 10

１
学
期

合計

64

1

３
学
期

【知識及び技能】
語句の量を増やし、語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
内容や構成、論理の展開を的確に捉え、論点
を明確にしながら要旨を把握する方法を学
ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えが的確に伝わる文章になるよう工
夫する。

大学入学共通テスト対策問題（古
文・漢文）

〇

【知識・技能】
語句の意味調べ等を通して、語彙が増えているか。
助動詞の意味と活用を理解し、判別できているか。

【思考・判断・表現】
学習課題についてより深く読み取り、論考ができているか。

【主体的に学習に取り組む態度】
課題について自主的に調べたり周囲の意見を聞いたりし、学びを深めようとして
いるか。
1台端末を有効的に活用し、知識や情報を的確に取捨選択することができるか。

【方法】
定期考査、小テスト、提出課題、出席状況、授業態度。

10

定期考査
1

定期考査
○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地理歴史  日本史探究
地理歴史  日本史探究 3

 日本史探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、地理的条件
や世界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解して
いるとともに、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるよう
にする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝
統と文化の特色などを、時期や推移、比較、相互の
関連や現在とのつながりなどに着目して、概念など
を活用して多面的・多角的に考察し、説明する力を
養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国
人としての自覚、他国やその文化への尊重について自覚させる。

山川出版社　詳説日本史

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】現代世界の地域的特性と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに調査や諸資料から様々な情報を適切かつ考査的に調べまとめる技能を身に着けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を概念などを活用して多面的多角的に考察したり、社会にみられる課題の解決に向けて構想する力や考察構想したことを説明した
り、それをもとに議論したりする力を養う

地理や歴史に関わる諸事象についてよりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民として
の自覚、我が国の国土や歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

態
配当
時数

１
学
期

第11章　近代から近世へ
【知識及び技能】
幕府の滅亡、旧幕勢力の変化についての経過を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
国際環境の変化に着目して、日本の開国を社
会・経済面の変化と関連して考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
近世から近代への変化について考察し、時代を
通観する問いを表現する。

開国と幕末の動乱
幕府滅亡と新政府の発足
・教科書、資料集
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
欧米諸国の進出とアジアの変化について資料を適切に読み取
り、日本社会の変化を理解している。
【思考・判断・表現】
政治や経済などの諸側面の変化などを多面的・多角的に考察
し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本の開国による社会的影響について主体的に追究しようと
している。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

7

定期考査
○ ○ 1

第12章近代国家の成立
【知識及び技能】
明治維新や立憲国家の成立について多面的に理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
欧米文化・思想の導入と近代化政策に対する影
響について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
現在の憲法との違いを踏まえて問いを立てるこ
とができる。

明治維新と富国強兵
立憲国家の成立
・教科書、資料集
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
明治政府による中央集権化の諸政策と文明開化の風潮につい
て諸資料から情報を読み取って理解している。
【思考・判断・表現】
諸制度の改革が地域社会にもたらした変化や欧米諸国の文化
の影響などを多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
明治維新によって生じた諸課題について主体的に追究しよう
としている。

○ ○ ○

8

第14章近代の産業と生活
【知識及び技能】
資本主義国家の確立された家庭について近代産
業の発展を踏まえ理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
近代産業の発展による社会問題の発生と近代文
化の特色について多角的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
大衆文化や労働問題など現代の諸課題につなげ
て探究する。

近代産業の発展
近代文化の発達
市民生活の変容と大衆文化
・教材
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
産業の発達の背景と影響から当時の社会問題や文化の様子に
ついて諸資料から情報を読み取り理解している。
【思考・判断・表現】
地域社会の変化を踏まえて労働問題や公害問題の発生につい
て多面的・多角的に考察し、表現している・
【主体的に学習に取り組む態度】
産業発展による社会問題への対応について自ら主体的に追究
しようとしている。

○ ○ ○ 8

第13章近代国家の発展の展開
【知識及び技能】
不平等条約の改正や日清・日露戦争、ワシント
ン体制への発展した過程について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦前後の政治の動向や国際状況の
変化について日本の立場から考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
朝鮮の問題や政治内閣の成立など現代と結び付
けて主体的に追究する。

日清・日露戦争と国際関係
第一次世界大戦と日本
ワシントン体制
・教科書、資料集
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
日清・日露前後における条約改正などについて諸資料から情
報を読み取り日本の国際的地位の変化を理解している。
【思考・判断・表現】
大戦中の日本の動向を踏まえ、アジア地域への影響や民族意
識の高まりについて多面的・多角的に考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
当時の日本外交が与えら影響やその課題を主体的に追究しよ
うとしている。

○ ○ ○

1

２
学
期

定期考査
○ ○

○ 12

1

第15章　恐慌と第二次世界大戦
【知識及び技能】
戦後恐慌による国内経済の動揺と軍部の政治台
頭と、第二次世界大戦の各国の動きについて理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
社会主義運動の高揚と国家主義、全体主義な国
家体制の進展を経済、社会などの面から多角的

恐慌の時代
軍部の台頭
第二次世界大戦
・教科書、資料集
・一人一台端末の活用

【知識・技能】
国際社会やアジアとの関係を踏まえ戦争の長期化について諸
資料を適切に読み取り、第二次世界大戦の展開について理解
している。
【思考・判断・表現】
日本における思想の変化や全体主義的な国家体制の進展につ
いて多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○ 12

定期考査
〇 〇

３
学
期

第1８章　激動する世界と日本
【知識及び技能】
経済大国になる過程や日本の諸課題とその役割
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
国内の状況について政治、外交、経済、生活文
化面を踏まえて多面的・多角的にとらえる。
【学びに向かう力、人間性等】
歴史を学ぶ意義について探究する。

経済大国への道
冷戦の終結と日本社会の変容
現代日本の課題の探究様々な災害
と日本
・教科書、資料集
・一人一台端末の活用

【知識・技能】
冷戦終結後の国際関係、バブル経済、平成不況へと進んだ経
済状況について理解している。
【思考・判断・表現】
国連平和維持活動への対応など冷戦終結後の日本が抱える課
題について多面的・多角的に考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】
歴史を学ぶ意義について追究している。

○ ○

定期考査
〇 〇

1

第16・17章占領下の日本と高度成長の時代
【知識及び技能】
戦後の日本の経済成長民主主義政治の発展につ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
国際関係などから戦後から独立回復後までの日
本の動きと消費革命による社会問題の発展につ
いて多面的に考察する。

占領と改革
冷戦の開始と講和
55年体制
経済復興から高度経済成長へ
・教科書、資料集
・一人一台端末の活用

【知識・技能】
戦後の日本の政治や経済について諸資料から情報を読み取り
民主政治の発展について理解している。
【思考・判断・表現】
外交関係上の課題点や経済大国になった理由について多面
的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
戦後改革がどのような社会の枠組みを形成しようとしたのか

○

64

○ 6

定期考査

○ ○

1

合計

○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

64

定期考査

２
学
期

３
学
期

定期考査

○

幕府の衰退と庶民の台頭
室町文化

【知識・技能】
諸産業や流通、地域経済が成長したことに着目し、諸資料から情報を読み取
り、庶民が台頭して村などの自治的な単位が成立したことを理解している。
【思考・判断・表現】
自治的な村の単位や一揆の組織が成立した要因と背景について、地理的な条件
や流通など経済活動との関わりを多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
室町時代の宗教や文化の特徴について、鎌倉時代との比較を通じて類似点や差
異を見出そうとしている。

○

定期考査

○ 8

合計

第７章　武家社会の成長
【知識及び技能】
戦国大名の誕生の意味と都市の発展の経過について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
応仁の乱以降、地方権力として登場した戦国大名や各地に展
開した都市について、諸地域の地理的条件と関連づけて考察
する。
【学びに向かう力、人間性等】
戦国大名の登場と民衆の生活を考察し表現する。

戦国大名の登場 【知識・技能】
守護大名と戦国大名の権力の相違点などについて諸資料から情報を読み取り、
戦国時代の大名による領国経営の特徴を理解している。
【思考・判断・表現】
戦国大名による富国強兵策に着目して領国統治の特色を諸資料から考察し、堺
や博多など都市の発展にみられる戦国時代の社会の多様性を表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
15世紀から16世紀にかけて争乱が多発した理由など、戦国時代を中心とする歴
史の展開に関わる課題を主体的に追究しようとしている。

○ ○

○ 1

○ ○ 1

1

第７章　武家社会の成長
【知識及び技能】
琉球・蝦夷ヶ島を含む東アジアとの交流が中世日本にもたら
した影響について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
南北朝の動乱から室町幕府の成立と安定について、日本諸地
域の動向などを踏まえて考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
室町政権の成立と発展を考察し、その影響を表現する。

室町幕府の成立 【知識・技能】
鎌倉幕府滅亡後の政治権力の推移と武家の関係、日明貿易の展開と琉球王国の
成立などについて、諸資料から情報を収集して理解している。
【思考・判断・表現】
南北朝の動乱などにみられる地域の政治・経済の基盤をめぐる対立や、東アジ
アの国際情勢の変化とその影響について、多面的・多角的に考察し、表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
武家政権の変容や東アジアの国際情勢の変化などに着目し、諸資料を活用して
前後の時代とのつながりを見出そうとしている。

○ ○ ○ 8

第７章　武家社会の成長
【知識及び技能】
諸産業の発達による庶民の台頭を踏まえて、中世社会の多様
な展開を幅広く理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
庶民の活動が社会秩序の変革の原動力として成長していった
ことを踏まえて、幕府の動揺や下剋上の風潮を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
室町幕府の衰退を考察し、その影響を表現する。

定期考査

○ ○

○ ○ 1

○ ○ 15

定期考査

○ ○ 1

第６章　武家政権の成立
【知識及び技能】
　鎌倉政権の誕生と朝廷との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　鎌倉幕府の成立時期をめぐる諸説に関して、それぞれの根
拠を明確にして考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　鎌倉政権誕生の経過を考察し、その影響を表現する。

鎌倉幕府の成立 【知識・技能】
源平争乱から鎌倉幕府の成立過程、幕府と朝廷の二元的支配構造、封建制度の
成立などについて理解している。
【思考・判断・表現】
幕府と朝廷の二元的支配構造の特色について、諸資料から得られた情報をもと
に、根拠を明確にして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
鎌倉幕府の成立過程や封建制度の形成に関する課題を主体的に追究し、前の時
代とのつながりを見出そうとしている。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

第５章　院政と武士の躍進
【知識及び技能】
　院政の始まりと平氏政権の誕生の経過を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　院政の課題と保元平治の乱の背景を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　武家政権誕生の経過を考察し、その影響を表現する。

院政の始まり
院政と平氏政権

【知識・技能】
院政への転換と平氏政権誕生について資料を適切に読み取り、社会の変化を理
解している。
【思考・判断・表現】
政治や経済などの諸側面の変化などを多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
院政と平氏政権の課題について主体的に追究しようとしている。 ○ ○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

15

第６章　武家政権の成立
【知識及び技能】
　鎌倉政権の発展と元寇の背景を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　鎌倉幕府の構成と元寇の影響を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　鎌倉政権の成立と衰退を考察し、その影響を表現する。

武士の社会
モンゴル襲来と幕府の衰退
鎌倉文化

【知識・技能】
承久の乱が幕府と朝廷との関係に与えた影響について、諸資料から適切に情報
を読み取り、理解している。
【思考・判断・表現】
鎌倉時代の生産の発達と商品の流通、東アジア情勢や国内での貨幣経済の発達
とその意義について、多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
鎌倉時代の宗教や文化にみられる平安時代からの特徴の継承や差異について、
主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○

7

日本史演習Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
日本の歴史の展開に関わる諸事象について、地理的条件や
世界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解してい
るとともに、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報
を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるように
する。

日本の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統
と文化の特色などを、時期や推移、比較、相互の関
連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを
活用して多面的・多角的に考察し、説明する力を養
う。

日本の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに、
多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国人と
しての自覚、他国やその文化への尊重について自覚させる。

山川出版社　詳説日本史

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに調査や諸資料から様々な情報を適切かつ考査的に調べまとめる技能を身に着けるようにする。

歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を多面的に考察し、社会にみられる課題の解決に向けて構想する力やそれをもとに議論したりする力を養う

歴史に関わる諸事象についてよりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多角的な考察や理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の国
土や歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

地理歴史 日本史演習Ⅱ
地理歴史 日本史演習Ⅱ 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地理歴史 地理演習Ⅱ

地理歴史 地理演習Ⅱ 2

地理演習Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地理に関する情報を適切かつ効果的に調べまと
める技能を身につける

地理的な課題の解決に向けて構想・考察・説
明・議論する力を養う

よりよい社会の実現を視野にその課題を主体的
に追求・解決しようとする態度を養う

高等学校新地理総合

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】地理や歴史に関する情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける

地理的歴史的な課題の解決に向けて構想・考察・説明・議論する力を養う

よりよい社会の実現を視野にその課題を主体的に追求・解決しようとする態度を養う

態
配当
時数

１
学
期

地理総合復習
【知識及び技能】既習の地理的知識について理
解している
【思考力、判断力、表現力等】知識を活用し，
考える
【学びに向かう力、人間性等】さまざまな課題
を主体的に解決しようとする

大学入学試験問題も活用して横断的に地理知
識の完成を目指す
時事問題を活用し世界の課題について考える

【知識・技能】
既習の地理的知識を整理して理解している
【思考・判断・表現】
既習の知識を適切に利用し，幅広い視野を持って諸課題を考
察できた
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に知識を活用して課題を解決することができる

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

地理総合復習
【知識及び技能】既習の地理的知識について理
解している
【思考力、判断力、表現力等】知識を活用し，
考える
【学びに向かう力、人間性等】さまざまな課題
を主体的に解決しようとする

大学入学試験問題も活用して横断的に地理知
識の完成を目指す
時事問題を活用し世界の課題について考える

【知識・技能】
既習の地理的知識を整理して理解している
【思考・判断・表現】
既習の知識を適切に利用し，幅広い視野を持って諸課題を考
察できた
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に知識を活用して課題を解決することができる

○ ○ ○ 8

定期考査
○ ○

8

定期考査
○ ○ 1

地理総合復習
【知識及び技能】既習の地理的知識について理
解している
【思考力、判断力、表現力等】知識を活用し，
考える
【学びに向かう力、人間性等】さまざまな課題
を主体的に解決しようとする

大学入学試験問題も活用して横断的に地理知
識の完成を目指す
時事問題を活用し世界の課題について考える

【知識・技能】
既習の地理的知識を整理して理解している
【思考・判断・表現】
既習の知識を適切に利用し，幅広い視野を持って諸課題を考
察できた
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に知識を活用して課題を解決することができる

○ ○ ○

２
学
期

国際理解と国際協力
【知識及び技能】世界の人々の生活文化の多様
性について理解した
【思考力、判断力、表現力等】世界の人々の生
活文化について多面的多角的に考察し表現して
いる
【学びに向かう力、人間性等】よりよい社会の
実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追
求・解決しようとしている

自然環境と人々の生活
宗教と人々の生活
歴史と人々の生活

【知識・技能】自然や歴史が人々の生活に与える影響につい
て理解した
【思考・判断・表現】自然や歴史が人々の生活に与える影響
について考えを深めた
【主体的に学習に取り組む態度】さまざまな人々の生活につ
いて自らその背景を追求しようとした 〇 〇

国際理解と国際協力
【知識及び技能】世界の人々の生活文化の多様
性について理解した
【思考力、判断力、表現力等】世界の人々の生
活文化について多面的多角的に考察し表現して
いる
【学びに向かう力、人間性等】よりよい社会の
実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追
求・解決しようとしている

自然環境と人々の生活
産業と人々の生活

【知識・技能】産業が人々の生活に与える影響について理解
した
【思考・判断・表現】産業が人々の生活に与える影響につい
て考えを深めた
【主体的に学習に取り組む態度】さまざまな人々の生活につ
いて自らその背景を追求しようとした 〇 〇

〇 14

定期考査
○ ○ 1

〇 12

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

地球的課題と国際協力
【知識及び技能】世界のさまざまな課題につい
て理解する　　　　　　　　　　　　　【思考
力、判断力、表現力等】課題に対する取り組み
を考える
【学びに向かう力、人間性等】さまざまな課題
を理解し，解決していこうとする力を養う

地球環境問題　　　　　　　　　　　資源・
エネルギー問題　　　　　食糧問題　他

【知識・技能】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世
界のさまざまな課題について理解した
【思考・判断・表現】
世界の抱える課題に対する取り組みを考えた
【主体的に学習に取り組む態度】
さまざまな課題を解決するためにより深く理解しようと努力
した

〇 〇

合計

64

〇 5



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

64

〇 4

合計

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

財政および租税の在り方、金融を通
した経済活動の活性化、経済活動と
福祉の向上について理解させ、考え
させる。

第４節　持続可能な財政および租税のあり方
①財政のしくみと租税の意義
第５節　金融を通した経済活動の活性化
①金融のしくみとはたらき
第６節　経済活動と福祉の向上
①日本経済の変化と中小企業・農業問題
②労使関係と労働問題
③社会保障制度と福祉のあり方

【知識・技能】
財政および租税の在り方、金融を通した経済活
動の活性化、経済活動と福祉の向上について理
解している。
【思考・判断・表現】
財政および租税の在り方、金融を通した経済活
動の活性化、経済活動と福祉の向上について、
自分の考えを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・グループワークやワークシートに意欲的に取
り組んでいる。

〇 〇 〇 16

定期考査
○ ○

定期考査 1

国際法の果たす役割について理解さ
せ、考えさせる。

第１節　国際法の果たす役割
①国際社会の変遷
②国際法の意義
③国際機構の役割
④国際紛争と軍縮への取り組み

【知識・技能】
国際法の果たす役割について理解している。
【思考・判断・表現】
国際法の果たす役割についてて自分の考えを表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・グループワークやワークシートに意欲的に取
り組んでいる。

○ ○ ○

第２節　望ましい政治のあり方と主権者としての政治参加の
あり方
①地方自治制度と住民の権利
②政党政治と選挙
第３節　市場経済の機能と限界
①経済活動と市場
②経済主体と経済循環
③国民経済の大きさと経済成長
④物価と景気変動
⑤市場の失敗と公害・消費者問題

【知識・技能】
主権者としての政治参加と市場経済の機能と限
界について理解している。
【思考・判断・表現】
主権者としての政治参加と市場経済の機能と限
界について、自分の考えを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・グループワークやワークシートに意欲的に取
り組んでいる。

○ ○ ○ 12

態
配当
時数

国際平和と人類の福祉に寄与する日
本の役割について理解させ、考えさ
せる。

第２節　国際平和と人類の福祉に寄与する日本の役割
①日本の安全保障と国際貢献
第３節　相互依存関係が深まる国際経済の特質
①貿易の現状と意義
②国民経済と国際収支
③為替相場の変動
④国際協調と国際経済機関の役割
第４節　国際経済において求められる日本の役割
①国際経済における日本の地位と国際協力

【知識・技能】
国際平和と人類の福祉に寄与する日本の役割に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
国際平和と人類の福祉に寄与する日本の役割に
ついて、自分の考えを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・グループワークやワークシートに意欲的に取
り組んでいる。

〇 〇

1

17

定期考査
○ ○ 1

○ ○

現代の社会と人間に関わる事柄から課題を見出し、社会的事象の本質や人間の存在及び価値などについて広い視野に立って多面的・多角的に考察させ、社会の変化や様々な考え方を
踏まえ公正に判断して、その過程や結果を適切に表現させる。
現代の社会と人間に関わる事柄に対する関心を深め、意欲的に課題を追及するとともに、平和で民主的なよりよい社会の実現に向けて参加、協力する態度を身につ
けさせ、人間としての在り方生き方についての自覚を深めさせる。

１
学
期

日本国憲法と現代社会のあり方につ
いて理解させ、考えさせる。

第１節　日本国憲法と現代政治のあり方
①政治と法の意義と機能
②法の支配と立憲主義
③基本的人権の保障と日本国憲法
④現代社会における新しい人権
⑤権利と義務との関係
⑥議会制民主主義と世界の政治体制
⑦国会の組織と立法
⑧内閣の機構と行政
⑨裁判所の機能と司法制度

【知識・技能】
　日本国憲法と現代社会のあり方について理解
している。
【思考・判断・表現】
日本国憲法と現代社会のあり方について、自分
の考えを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・グループワークやワークシートに意欲的に取
り組んでいる。

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査 ○ ○ 1

主権者としての政治参加と市場経済
の機能と限界について理解させ、考
えさせる。

３
学
期

公民 政治・経済
公民 政治・経済 2

政治・経済

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に
向けて探究するための手掛かりとなる概念や理論
などについて理解するとともに，諸資料から，社
会の在り方に関わる情報を適切かつ効果的に調べ
まとめている。

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考え方や政
治・経済に関する概念や理論などを活用して，現実社会に見られる複雑な
課題を把握し，説明するとともに，身に付けた判断基準を根拠に構想する
力や，構想したことの妥当性や効果，実現可能性などを指標にして議論し
公正に判断している。

よりよい社会の実現を視野に，国家及び社会の
担い手として，現代の諸課題を主体的に解決し
ようとしている。

高等学校　政治・経済　第一学習社

公民

【 知　識　及　び　技　能 】 現代の社会的事象と人間としての在り方生き方に関わる基本的な事柄を理解し、その知識を身につけさせる。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

合計

64

〇 〇 4
３
学
期

・国際社会の課題について理解さ
せ、現代の課題について考えさせ
る。

国際社会の課題 【知識・技能】
　・国際社会の課題について理解している。
【思考・判断・表現】
・国際社会の課題について考え、自分の考えを
表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・グループワークやワークシートに意欲的に取
り組んでいる。

〇

○ 13

２
学
期

・環境問題について理解させ、現代
の課題について考えさせる。

環境問題の課題 【知識・技能】
　・環境問題について理解している。
【思考・判断・表現】
・環境問題について考え、自分の考えを表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・グループワークやワークシートに意欲的に取
り組んでいる。

〇 〇 〇 17

18

・生命倫理について理解させ、現代
の課題について考えさせる。

生命倫理の課題 【知識・技能】
　・生命倫理について理解している。
【思考・判断・表現】
・生命倫理について考え、自分の考えを表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・グループワークやワークシートに意欲的に取
り組んでいる。

○ ○

思

・情報社会について理解させ、現代
の課題について考えさせる。

情報社会の課題 【知識・技能】
　・情報社会について理解している。
【思考・判断・表現】
・情報社会について考え、自分の考えを表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・グループワークやワークシートに意欲的に取
り組んでいる。

○ ○

現代の社会と人間に関わる事柄に対する関心を深め、意欲的に課題を追及するとともに、平和で民主的なよりよい社会の実現に向けて参加、協力する態度を身につ
けさせ、人間としての在り方生き方についての自覚を深めさせる。

態
配当
時数

１
学
期

・青年期について理解させ自己理解
を深めさせる。

青年期とは 【知識・技能】
　・青年期について理解している。
【思考・判断・表現】
・青年期について考え、自分の考えを表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・グループワークやワークシートに意欲的に取
り組んでいる。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

公民

【 知　識　及　び　技　能 】 現代の社会的事象と人間としての在り方生き方に関わる基本的な事柄を理解し、その知識を身につけさせる。

現代の社会と人間に関わる事柄から課題を見出し、社会的事象の本質や人間の存在及び価値などについて広い視野に立って多面的・多角的に考察させ、社会の変化や様々な考え方を
踏まえ公正に判断して、その過程や結果を適切に表現させる。

社会総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手
掛かりとなる概念や理論について理解させる。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な
空間における基本的原理を活用して，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想
したことを議論させる。

よりよい社会の実現を視野に，国家及び社会の
担い手として，現代の諸課題を主体的に解決す
る態度を育ませる。

公民 社会総合
公民 社会総合 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

中間考査 ○ ○ ○ 1

【知識及び技能】
①無限等比数列の収束・発散を利用
して、様々な数列の極限を求めるこ
とができる。
②無限級数の表記について理解して
いる。
③簡単な関数の極限を求めることで
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①無限等比数列を、公比の値で場合
分けし、その極限を考察することが
できる。
②不定形を解消するように工夫して
式を変形し、関数の極限を求めるこ
とができる。
③直感的に中間地の定理を理解し、
それを用いて方程式の実数解の潜在
を考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①クラスメイトに質問したり、端末
からヒントを得て、難易度の高い問
題に積極的に取り組もうとする。

・無限等比数列
・無限級数
・関数の極限
・関数の連続性

【知識・技能】
ワークシート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
提出物（ワークシート）
行動観察

○ ○ ○ 24

期末考査
○ ○

【知識及び技能】
①分数関数の定義を近いし、グラフ
をかくことができる。
②無理関数の定義を近いし、グラフ
をかくことができる。
③逆関数の定義や求める手順を理解
し、様々な関数の逆関数を求めるこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①分数関数の表記について、グラフ
の平行移動と共に理解し、考察する
ことができる。
②無理関数の表記について、グラフ
の平行移動と共に理解し、考察する
ことができる。
③逆関数の定義から、逆関数の定義
域・値域や性質を考察することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
①クラスメイトに質問したり、端末
からヒントを得て、難易度の高い問
題に積極的に取り組もうとする。

・分数関数
・無理関数
・逆関数と合成関数
・関数の極限

【知識・技能】
ワークシート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
提出物（ワークシート）
行動観察

○ ○ ○ 24

○ 1

問題解決の道筋を考えたり説明ができるようにする。

演習やワークシートに積極的に取り組み、数学の面白さを知ろうとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

数学Ⅲ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

極限、微分法及び積分法についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解している。

数列や関数の値の変化に着目し、極限について
考察したり関数関係をより深くとらえて事象を
的確に表現し、数学的に考察したりする力、い
ろいろな関数の局所的な性質に着目し、問題解
決の過程や結果を振り返って総合的・発展的に
考察したりする力を身につけている。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しよう
としたり、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基
づき判断しようとしたりしている。

態 配当
時数

数学 数学Ⅲ
数学 数学Ⅲ 4

数研出版　新編　数学Ⅲ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】基本的な計算問題を正確に解く処理能力を身につける。



２
学
期

３
学
期

期末考査
○ ○ ○ 1

【知識及び技能】
①不定積分の定義や性質を理解し、
それを利用して種々の関数の不定積
分を計算できる。
②定積分の定義や性質を理解し、そ
れを利用して種々の関数の定積分を
計算できる。
③面積を求める際には、グラフの上
下関係、積分範囲などを図を書いて
考察している。
【思考力、判断力、表現力等】
①積分法の逆演算として、不定積分
を計算することができる。
②絶対値を含む関数の定積分が面積
を表していると考え、定積分の計算
を考察することができる。
③定積分が図形の計量に有用である
ことを認識している。
【学びに向かう力、人間性等】
①クラスメイトに質問したり、端末
からヒントを得て、難易度の高い問
題に積極的に取り組もうとする。

・不定積分とその基本性質
・置換積分法と部分積分法
・いろいろな関数の不定積分
・定積分とその基本性質
・置換積分法と部分積分法
・定積分のいろいろな問題
・面積
・体積
・曲線の長さ

【知識・技能】
ワークシート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
提出物（ワークシート）
行動観察

〇 〇 〇 23

○ ○ ○ 1

【知識及び技能】
①平均値の定理と、その図形的意味
を理解し、具体的にcの値を求める
ことができる。
②関数の極大値・極小値や最大値・
最小値を調べる際に、増減表を書い
て考察している。
③曲線の凹凸の定義を理解し、第2
次同感すの符号で曲線の凹凸が判定
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
①不等式の形から、平均値の定理を
利用するための関数及び区間を考察
することができる。
②平均値の定理を利用して「導関数
の符号と関数の増減」の関係を証明
する方法を理解することができる。
③導関数の意味から、点の位置を表
す関数の導関数が速度、第2次導関
数が加速度を表すことを理解でき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
①クラスメイトに質問したり、端末
からヒントを得て、難易度の高い問
題に積極的に取り組もうとする。

・平均値の定理
・関数の値の変化
・関数のグラフ
・方程式、不等式への応用
・速度と加速度
・近似式

【知識・技能】
ワークシート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
提出物（ワークシート）
行動観察

○ ○ ○ 24

【知識及び技能】
①連続性が微分可能性の必要条件で
はあるが十分条件ではないことを理
解している。
②導関数の個々の表記を理解してい
る。
③微分係数の意味を理解しており、
接線の方程式を求めることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
①微分係数の2通りの表し方を理解
し、その図形的意味を考査琉するこ
とができる。
②導関数を、微分係数から得られる
新しい関数として理解することがで
きる。
③直線に直行する条件と、直線の方
程式の公式から、法線の方程式の公
式を考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①クラスメイトに質問したり、端末
からヒントを得て、難易度の高い問
題に積極的に取り組もうとする。

・微分係数と導関数
・導関数の計算
・いろいろな関数の導関数
・第n次導関数
・曲線の方程式と導関数
・接線の方程式

【知識・技能】
ワークシート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
提出物（ワークシート）
行動観察

○ ○ ○ 28

中間考査

128

学年末考査

〇 〇 〇

1

合計



年間授業計画　新様式例

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

【知識及び技能】
①与えられた２次関数のグラフを描
き、最大値・最小値を求めることが
できる。
②２次不等式の基本問題を解くこと
ができる
【思考力、判断力、表現力等】
①与えられた２次関数のグラフを描
き、定義域に従って最大値・最小値
を求めることができる。
②２次不等式の応用問題を解くこと
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①クラスメイトに質問したり、端末
からヒントを得て、難易度の高い問
題に積極的に取り組もうとする。

・２次関数の最大・最小
・２次関数の応用
・２次不等式の基本
・２次不等式の応用

【知識・技能】
ワークシート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
提出物（ワークシート）
行動観察

○ ○ ○ 11

期末考査 ○ ○ ○ 1

【知識及び技能】
①基本的な展開の問題を解くことが
できる。
②基本的な因数分解の問題を解くこ
とができる。
③与えられた２次関数を正しく平方
完成できる。
【思考力、判断力、表現力等】
①文字の置き換えを利用した展開の
問題を解くことができる。
②複数の文字が混じり合った式を正
しい手順に従って因数分解すること
ができる。
③与えられた２次関数の頂点座標や
軸の方程式を求めることができ、グ
ラフをかくことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①クラスメイトに質問したり、端末
からヒントを得て、難易度の高い問
題に積極的に取り組もうとする。

・式の展開の基本
・式の展開の応用
・因数分解の基本
・因数分解の応用
・２次関数の基本

【知識・技能】
ワークシート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
提出物（ワークシート）
行動観察

○ ○ ○ 11

１
学
期

中間考査 ○ ○ ○

演習やワークシートに積極的に取り組み、数学の面白さを知ろうとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

数学演習Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数Ⅰ・Aの基礎知識を理解し、基本問題を正し
く解く力を養う。また各種公式を正しく活用す
ることができるようにする。

基礎知識を正しく生かし、難易度の高い問題を
解く力を養う。また自分の考えを数式や言葉を
用いて記述・表現する力を養う。

数学を活用しようとする態度、数学的論拠に基
いて判断しようとする態度を養う。

態 配当
時数

数学 数学演習Ⅱ 2

東京都立大山高等学校 令和6年度  教科：数学　科目：数学演習Ⅱ　　年間授業計画

改訂版　リンク　数学演習Ⅰ・A　受験編

数学

【 知　識　及　び　技　能 】基本的な計算問題を正確に解く処理能力を身につける。

問題解決の道筋を考えたり説明ができるようにする。



期末考査
○ ○ ○ 1

３
学
期

【知識及び技能】
①総合問題の基礎問題を解くことが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
①総合問題の応用問題を解くことが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
①クラスメイトに質問したり、端末
からヒントを得て、難易度の高い問
題に積極的に取り組もうとする。

・数学ⅠA総合問題

【知識・技能】
ワークシート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
提出物（ワークシート）
行動観察

〇 〇 〇 11

学年末考査

1

合計

64

○ ○ ○ 1

【知識及び技能】
①円の接線の性質を用いて，辺や線
分の長さを求めることができる。
②方べきの定理を用いて，線分の長
さを求めることができる。
③2円の位置関係に5つの場合がある
ことを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
①円と直線の位置関係に3つの場合
があることを理解している。
②接線と弦の作る角についての定理
の証明方法を理解する。
③2円の位置関係を，動的な面から
観察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①クラスメイトに質問したり、端末
からヒントを得て、難易度の高い問
題に積極的に取り組もうとする。

・図形の性質
・円の性質
・円と接線
・接弦定理
・方べきの定理
・２つの円
・数学と人間の活動
・約数・倍数
・素数と素因数分解

【知識・技能】
ワークシート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
提出物（ワークシート）
行動観察

○ ○ ○ 12

２
学
期

【知識及び技能】
①重心・外心・内心の性質を用い
て，具体的な問題を処理できる。
②チェバ・メネラウスの定理を用い
て，線分比を求めることができる。
③円に内接する四角形の性質を用い
て，角の大きさを求めることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
①図形の性質を証明するのに，間接
的な証明法である同一法を適用する
ことができる。
②三角形の外接円と四角形の外接円
の違いを認識し，円に内接する四角
形の性質や四角形が円に内接する条
件を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
①クラスメイトに質問したり、端末
からヒントを得て、難易度の高い問
題に積極的に取り組もうとする。

・図形の性質
・三角形の性質
・重心・外心・内心
・チェバ・メネラウスの定理
・円の性質
・円周角と中心角
・内接する四角形

【知識・技能】
ワークシート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
提出物（ワークシート）
行動観察

○ ○ ○ 14

中間考査



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

【知識及び技能】
①基本的な展開と因数分解を正し
く行うことができる。
②大小関係を不等号を用いて表現
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①複雑な式についても，項を組み
合わせる，降べきの順に整理する
などして見通しをよくすること
で，因数分解をすることができ
る。
②具体的な数に対して，不等式の
解であるかどうかを判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
①クラスメイトに質問したり、端
末からヒントを得て、難易度の高
い問題に積極的に取り組もうとす
る。

・式の展開
・因数分解
・根号を含む式の計算
・不等式

【知識・技能】
ワークシート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
提出物（ワークシート）
行動観察

○ ○ ○ 11

数学演習Ⅲ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数Ⅰ・Aの基礎知識を理解し、基本問題を正しく
解く力を養う。また各種公式を正しく活用する
ことができるようにする。

基礎知識を正しく生かす力を養う。また自分の
考えを数式や言葉を用いて記述・表現する力を
養う。

数学を活用しようとする態度、数学的論拠に基
いて判断しようとする態度を養う。

整理と演習　完成ワーク数学　書き込み式

数学

【 知　識　及　び　技　能 】基本的な計算問題を正確に解く処理能力を身につける。

問題解決の道筋を考えたり説明ができるようにする。

演習やワークシートに積極的に取り組み、数学の面白さを知ろうとする。

１
学
期

中間考査 ○ ○ ○ 1

【知識及び技能】
①1次方程式を解くことができる。
②2次方程式を解くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①2次方程式が実数解や重解をもつ
ための条件を式で示すことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
①クラスメイトに質問したり、端
末からヒントを得て、難易度の高
い問題に積極的に取り組もうとす
る。

・1次方程式
・2次方程式
・連立方程式
・SPI等に出題された過去問題の演
習

数学 数学演習Ⅲ
数学 数学演習Ⅲ 2

【知識・技能】
ワークシート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
提出物（ワークシート）
行動観察

○ ○ ○ 11

期末考査
○ ○ ○ 1



○ 14

中間考査

【知識及び技能】
①xの関数yが与えられたとき，xの
値に対するyの値を求めることがで
きる。
②共通部分，和集合，補集合を求
めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①2次関数y=a(x-p)^2+qのグラフの
頂点，軸について理解している。
②ベン図を利用して集合を図示す
ることで，要素の個数を考察する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①クラスメイトに質問したり、端
末からヒントを得て、難易度の高
い問題に積極的に取り組もうとす
る。

・関数
・図形
・集合
・確率

【知識・技能】
ワークシート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
提出物（ワークシート）
行動観察

○

２
学
期

○

○ ○ ○ 1

【知識及び技能】
①重心・外心・内心の性質を用い
て，具体的な問題を処理できる。
【思考力、判断力、表現力等】
①図形の性質を証明するのに，間
接的な証明法である同一法を適用
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①クラスメイトに質問したり、端
末からヒントを得て、難易度の高
い問題に積極的に取り組もうとす
る。

・SPI等に出題された過去問題の演
習

【知識・技能】
ワークシート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
提出物（ワークシート）
行動観察

○ ○ ○ 12

期末考査
○ ○ ○ 1

３
学
期

【知識及び技能】
①公約数，最大公約数の意味を理
解し，それらを求めることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
①現代の記数法を古代の記数法と
比較し，特徴を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
①クラスメイトに質問したり、端
末からヒントを得て、難易度の高
い問題に積極的に取り組もうとす
る。 ・SPI等に出題された過去問題の演

習

【知識・技能】
ワークシート
　
【思考・判断・表現】
ワークシート、行動観察

【主体的に学習に取り組む態度】
提出物（ワークシート）
行動観察

〇 〇 〇 11

学年末考査

〇 〇 〇

1

合計

64



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 物理
理科 物理 4

物理

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・観察・実験などを通して、自然の物理的な事
物・現象に対して、基本的な概念や、原理・法
則を理解し、身につけている。

・自然の物理的な事物・現象に問題を見いだ
し、実験・観察などを行うとともに、物理学的
に探究する能力と態度が形成され、基本的な概
念・法則を理解し、科学的な自然観をもつこと
ができる。

・自然の物理的な事物・現象について関心、探
究心を持ち、意欲的にそれらを探究するととも
に、科学的態度を身につけている。

実教出版　物理

理科

【 知　識　及　び　技　能 】原理・法則の数式を利用し、現象を考える力を身に付ける。

実験などを通して、原理・法則を理解する。

身近な事物・現象には基本的な概念や原理・法則があることに気が付く。

態
配当
時数

１
学
期

物理基礎の復習
【知識及び技能】
物体にはたらく様々な力を理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
物体にはたらく力や状況を適切に
判断し、力のつりあいや運動方程
式を用いて考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
物理基礎で学習した内容を踏ま
え、物体の運動の理解を深めよう
とさせる。

・指導事項
　力のつり合い
　運動方程式
　摩擦力
　浮力
・教材
    教科書、ワークシート、PC

【知識・技能】
物体にはたらく様々な力や、力のつり合い、
運動方程式を理解している。
【思考・判断・表現】
物体にはたらく力や状況を適切に判断し、力
のつりあいや運動方程式を考えられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
物理基礎で学習した内容を踏まえ、ベクトル
や数式を用いて表そうとする。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

10

定期考査 ○ ○ 〇 1

1章　さまざまな運動
1節 平面内の運動と剛体のつり合い
【知識及び技能】
水平投射運動、斜方投射運動、力
のモーメントを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
状況ごとに適切に平面内運動や剛
体のつり合いを考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
演習や実験を通して、体感を伴っ
て平面内運動や剛体のつり合いを
理解させる。

・指導事項
　運動の表し方
　落体の運動
　剛体にはたらく力
・教材
    教科書、ワークシート、PC

【知識・技能】
平面の運動について、運動の法則を用いて、
運動現象を統一的に理解できる。
【思考・判断・表現】
力のつり合いと、モーメントのつり合いか
ら、剛体の運動を予測できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
剛体のつり合いの条件を理解し、日常生活と
の関連を意欲的に調べようとする。

○ ○ ○

7

1章　さまざまな運動
3節 円運動と単振動
【知識及び技能】
単振動と円運動の関係を通して、
単振動の周期、変位、速度、加速
度を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
円運動や単振動の周期と他の物理
量との関係を考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
演習や実験を通し、円運動や単振
動に興味をもたせる。

・指導事項
　等速円運動
　慣性力
　単振動
・教材
    教科書、ワークシート、PC

【知識・技能】
観察する立場により生じる慣性力の存在につ
いて理解できる。
【思考・判断・表現】
単振動と等速円運動の関係性を見出し、的確
に表現することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
等速円運動と単振動との関係に関心を持ち、
意欲的に学習しようとする。

○ ○ ○ 8

1章　さまざまな運動
2節 運動量
【知識及び技能】
運動量と力積の関係を理解し、運
動量保存法則を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
物体系を意識し、運動量保存の法
則の成立を判断させる。
【学びに向かう力、人間性等】
実験を通し、体感を伴い運動量と
力積の関係を理解させる。

・指導事項
　運動量と力積
　運動量の保存
　衝突とエネルギー
・教材
    教科書、ワークシート、PC

【知識・技能】
運動量保存の法則から、物体の衝突を理解で
きる。
【思考・判断・表現】
運動量と力積の違いや、運動量と運動エネル
ギーとの違いを的確に表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
運動量と力積の違いについて意欲的に調べ、
日常生活との関連を調べようとする。

○ ○ ○

8

1章　さまざまな運動
5節 気体の分子運動
【知識及び技能】
原子・分子のミクロな立場から分
子運動と気体の圧力や温度等の関
係を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
気体分子の力学的な振る舞いを分
子集団としても思考させる。
【学びに向かう力、人間性等】
演習や実験を通して、熱が関係す
る現象に関心をもたせる。

・指導事項
　気体の状態方程式
　気体分子の運動
　気体の内部エネルギー
　気体の状態変化
・教材
    教科書、ワークシート、PC

【知識・技能】
理想気体の状態方程式、気体の状態変化につ
いて知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
物質の状態変化に伴う量的変化を考察でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
物質の状態変化や物質中の原子の振る舞いに
ついて興味関心を持っている。

○ ○ ○ 7

1章　さまざまな運動
4節 万有引力
【知識及び技能】
万有引力を受ける物体の運動を理
解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
ケプラーの法則から万有引力の法
則を導く過程を理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
演習や実験を通して、万有引力と
それを受ける物体の運動に興味を
もたせる。

・指導事項
　ケプラーの法則
　万有引力
　万有引力による位置エネルギー
・教材
    教科書、ワークシート、PC

【知識・技能】
万有引力により宇宙が力学的に解析されるこ
となどについて理解できる。
【思考・判断・表現】
万有引力を受ける物体の運動を思考し、例な
どを用いて的確に表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
万有引力を受ける物体の運動について興味を
持ち、探究する態度が見られる。

○ ○ ○

1定期考査 ○ ○ 〇



・指導事項
　電流と抵抗
　直流回路
・教材
    教科書、ワークシート、PC

【知識・技能】
キルヒホッフの法則について、正しく理解し
説明できる。
【思考・判断・表現】
抵抗率の温度係数や電流計・電圧計のしくみ
について説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
電気回路における現象に関心を持ち、積極的
に調べようとする。

○ ○ ○ 9

2
学
期

3章　電気と磁気
1節　電荷と電場
【知識及び技能】
静電気力や電場、電位を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
平行板コンデンサーを具体例とし
て取り扱い、静電気現象の理解を
深めさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
実験を通し、体感を伴い静電気力
やコンデンサーを理解させる。

・指導事項
　静電気
　電場
　電位
　コンデンサー
・教材
    教科書、ワークシート、PC

【知識・技能】
電場の合成や電荷が受ける静電気力について
理解し、説明できる。
【思考・判断・表現】
充電したコンデンサーを用いて電気で動くも
のを実際に動かすことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
電気現象に関心を持ち、それらの法則性や基
本概念を意欲的に調べようとする。

○ ○ ○ 15

3章　電気と磁気
2節　電流
【知識及び技能】
直流回路の性質を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な直流回路について適切にキ
ルヒホッフの法則を適用できるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
演習や実験を通し、体感を伴って
直流回路を流れる電流について理
解させる。

1

3章　電気と磁気
3節　磁場と電流
【知識及び技能】
電流が磁場から受ける力の性質を
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
電気と磁気に関する原理・法則を
用いて系統的に考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
演習や実験を通し、体感を伴って
電気と磁気に関する現象を理解さ
せる。

・指導事項
　磁場
　電流が磁場から受ける力
　ローレンツ力
・教材
    教科書、ワークシート、PC

【知識・技能】
電流のつくる磁場について、フレミングの左
手の法則などを使って説明できる。
【思考・判断・表現】
電気と磁気に関する基本的な概念や原理・法
則を理解できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
電気と磁気の現象が、どのように生じるかに
ついて意欲的に調べようとする。

○ ○ ○ 10

定期考査 ○ ○ 〇

3
学
期

4章　原子
1節　電子と光
【知識及び技能】
光やＸ線の二重性について理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
光電効果やコンプトン効果を例
に、物質の二重性を考えるに至っ
た過程を思考させる。
【学びに向かう力、人間性等】
演習や実験を通し、光やＸ線の二
重性に興味をもたせる。

・指導事項
　電子
　光の粒子性
　電子の波動性
・教材
    教科書、ワークシート、PC

【知識・技能】
真空放電、陰極線、光電効果などから、電子
の存在とその性質を理解できる。
【思考・判断・表現】
光電効果やコンプトン効果を例に、物質の二
重性を考えるに至った思考ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
目に見えない原子がどんな振る舞いをしてい
るかについて意欲的に学ぼうとする。

○ ○

15

定期考査 ○ ○ 〇 1

3章　電気と磁気
4節　電磁誘導と電磁波
【知識及び技能】
電磁誘導の法則や磁束などの概念
を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
電磁誘導の法則を用い、磁場中を
動く導体に生じる起電力を考えさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
演習や実験を通し、体感を伴って
電磁誘導を理解させる。

・指導事項
　電磁誘導の法則
　自己誘導と相互誘導
　交流
　電磁波
・教材
    教科書、ワークシート、PC

【知識・技能】
交流や電磁波の基本的振る舞いについて知識
を持ち、理解できる。
【思考・判断・表現】
磁場中を動く導体に生じる起電力を数式で表
現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
電場と磁場の捉え方が様々な電磁気現象に
を、総合的に捉えようとする意欲を持つ。

○ ○ ○

合計

128

○ 12

4章　原子
2節　原子と原子核
【知識及び技能】
原子の構造とボーアの水素原子モ
デルを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
水素原子の構造を、波動や円運動
の知識を用いて思考させる。
【学びに向かう力、人間性等】
原子と原子核の理解が現代社会に
どうつながるかについて興味関心
をもたせる。

・指導事項
　原子の構造
　原子核
　原子核反応
　素粒子
・教材
    教科書、ワークシート、PC

【知識・技能】
原子核の崩壊と核反応、放射線、素粒子の振
る舞いに関して理解できる。
【思考・判断・表現】
水素原子の構造を、量子条件と振動数条件と
いう２つの仮説に基づく思考ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
原子と原子核の理解が現代社会にどうつなが
るかについて興味関心を持っている。

○ ○ ○ 15



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

酸化・還元
【知識及び技能】
　酸化・還元を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　酸化・還元を電子の授受と関連
　できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　実験において酸化還元反応を正し
　く導ける

・酸化と還元
・電子の授受
・酸化還元滴定

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　実験態度、実験レポート、提出物

２
学
期

〇 〇 〇 13

定期考査 〇 〇 1

金属の酸化還元反応
【知識及び技能】
　金属のイオン化傾向を理解できる
【思考力、判断力、表現力等】
　金属の反応性を判断できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　実験において電池を作ることが
　できる。

・イオン化傾向
・酸との反応性
・電池

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　実験態度、実験レポート、提出物

〇 〇 〇 13

1

酸・塩基の強弱
【知識及び技能】
　酸・塩基の強弱を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　電離度から酸・塩基の強弱を計算
　できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　実験において酸・塩基の濃度を
　求められる。

・酸・塩基の強弱
・ｐHの意味
・中和滴定

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　実験態度、実験レポート、提出物

○ ○ ○ 13

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

定期考査 ○ ○

定期考査
○ ○

態
配当
時数

酸・塩基
【知識及び技能】
　酸・塩基を定義できる
【思考力、判断力、表現力等】
　酸・塩基の働きを理解できる
【学びに向かう力、人間性等】
　実験から酸・塩基の働きを正しく
　導くことができる。

・酸・塩基
・酸素の授受と酸塩基
・水素の授受と酸塩基

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　実験態度、実験レポート、提出物 ○ ○ ○ 13

化学

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

定期考査において各単元の知識、理解度から判断
する。

定期考査において各単元の思考力から判断す
る。

実験、実習において積極性、正確性、協調性か
ら判断する。

東京書籍　化学

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 定期考査において各単元の知識、理解度から判断する。

定期考査において各単元の思考力から判断する。

実験、実習において積極性、正確性、協調性から判断する。

理科 化学
理科 化学 2

定期考査
1

合計

64

３
学
期

定期考査 〇 〇 1

高分子化合物
【知識及び技能】
　高分子化合物を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　高分子化合物の特徴を見分けら
　れる。
【学びに向かう力、人間性等】
　実験において高分子化合物を合成
　できる。

・高分子化合物の分類
・天然高分子化合物
・スクロースとマルトースの
　還元性

【知識・技能】
　考査
【思考・判断・表現】
　考査
【主体的に学習に取り組む態度】
　実験態度、実験レポート、提出物

〇 〇 〇 7



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

64

合計

①運動の合理的、計画的な実践を
通して、運動の楽しさや喜びを深
く味わい、生涯にわたって運動を
豊かに継続すること
　ができるようにするため、運動
の多様性や体力の必要性について
理解するとともに、それらの技能
を身に付けるように
　する。
②生涯にわたって運動を豊かに継
続するための課題を発見し、合理
的、計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに、
　自己や仲間の考えたことを他者
に伝える力を養う
③運動における競争や協働の経験
を通して、公正に取り組む、互い
に協力する、自己の責任を果た
す、参画する、
　一人一人の違いを大切にしよう
とするなどの意欲を育てるととも
に、健康・安全を確保して、生涯
にわたって継続して
　運動に親しむ態度を養う

・バスケットボール

・バレーボール

・バドミントン

・サッカー

・アルティメット

・テニス

【知識・技能】

・運動の主体的、合理的、計画的な実践に関
する具体的な事項やスポーツの推進及び発展
に寄与するための事項について理解してい
る。
・生涯を通してスポーツの推進及び発展に必
要な技能を身につけている。

【思考・判断・表現】

・学習する運動について、チームや自己の動
き
　を分析して、良い点や修正点を指摘してい
る。
・課題解決の過程を踏まえて、チームや自己
の
　新たな課題を発見している。
・体力や技能の程度、性別等の違いを超え
て、仲間とともに運動を楽しむための調整を
している。

【学びに向かう力、人間性等】

・体育の学習に主体的に取り組もうとしてい
る。
・危険の予測をしながら回避行動をとるな
ど、
　健康・安全を確保している。
・フェアなプレイを大切にしようとしてい
る。
・作戦などを話し合う場面で、合意形成に貢
献しようとしている。

28

12

〇 〇 〇

〇

○ 24

３
学
期

〇〇

２
学
期

・からだつくり運動

・体力テスト

・バスケットボール

・バレーボール

・バドミントン

・テニス

○ ○

態
配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深
く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続すること
　ができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性につい
て理解するとともに、それらの技能を身に付けるように
　する。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理
的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、
　自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互い
に協力する、自己の責任を果たす、参画する、
　一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとと
もに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して
　運動に親しむ態度を養う

最新高等保健体育（大修館書店）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】体力を高める運動の意義と、高め方及び競技のルール等を理解する。

技能の段階に応じて、課題解決のための目標を設定し、練習を工夫できるようにする。

仲間と協力し、様々な種目に積極的に取り組む。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育
保健体育 体育 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保健体育 体育
保健体育 選択球技 2

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深
く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続すること
　ができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性につい
て理解するとともに、それらの技能を身に付けるように
　する。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理
的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、
　自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互い
に協力する、自己の責任を果たす、参画する、
　一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとと
もに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して
　運動に親しむ態度を養う

最新高等保健体育（大修館書店）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】体力を高める運動の意義と、高め方及び競技のルール等を理解する。

技能の段階に応じて、課題解決のための目標を設定し、練習を工夫できるようにする。

仲間と協力し、様々な種目に積極的に取り組む。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

３
学
期

２
学
期

態
配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

14

70

①運動の合理的、計画的な実践を
通して、運動の楽しさや喜びを深
く味わい、生涯にわたって運動を
豊かに継続すること
　ができるようにするため、運動
の多様性や体力の必要性について
理解するとともに、それらの技能
を身に付けるように
　する。
②生涯にわたって運動を豊かに継
続するための課題を発見し、合理
的、計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに、
　自己や仲間の考えたことを他者
に伝える力を養う
③運動における競争や協働の経験
を通して、公正に取り組む、互い
に協力する、自己の責任を果た
す、参画する、
　一人一人の違いを大切にしよう
とするなどの意欲を育てるととも
に、健康・安全を確保して、生涯
にわたって継続して
　運動に親しむ態度を養う

・指導案作成

・サッカー

・テニス

・ソフトボール

・ハンドボール

・アルティメット

・バレーボール

・バスケットボール

・バドミントン

【知識・技能】

・運動の主体的、合理的、計画的な実践に関
する具体的な事項やスポーツの推進及び発展
に寄与するための事項について理解してい
る。
・生涯を通してスポーツの推進及び発展に必
要な技能を身につけている。

【思考・判断・表現】

・学習する運動について、チームや自己の動
き
　を分析して、良い点や修正点を指摘してい
る。
・課題解決の過程を踏まえて、チームや自己
の
　新たな課題を発見している。
・体力や技能の程度、性別等の違いを超え
て、仲間とともに運動を楽しむための調整を
している。

・指導案の作成をする際、安全面への配慮や
どのように説明をするのかなどを工夫してい
る。

【学びに向かう力、人間性等】

・体育の学習に主体的に取り組もうとしてい
る。
・危険の予測をしながら回避行動をとるな
ど、
　健康・安全を確保している。
・フェアなプレイを大切にしようとしてい
る。
・作戦などを話し合う場面で、合意形成に貢
献しようとしている。

・指導案をもとに教員役を主体的に行ってい
る。

○ ○ ○

26

30

合計



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

18

12○ ○

○ ○ ○ 22

○

○

音楽基礎芸術

表現

評価規準
鑑
賞

ピアノ進度
提出物
授業態度

ピアノ進度
提出物
授業態度

ピアノ進度
提出物
授業態度

ピアノ進度
提出物
授業態度

３
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　バイエル教本・連弾楽譜
【思考力、判断力、表現力等】
ソルフェージュドリル４
【学びに向かう力、人間性等】

リズムのほん４
ソルフェージュドリル３
ピアノ

○ 〇

２
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　バイエル教本・連弾楽譜
【思考力、判断力、表現力等】
ソルフェージュドリル４
【学びに向かう力、人間性等】

リズムのほん４
ソルフェージュドリル３
ピアノ

○ 〇

○ ○

態

配
当
時
数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　バイエル教本
【思考力、判断力、表現力等】
ソルフェージュドリル３
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

A 単元
【知識及び技能】
　バイエル教本
【思考力、判断力、表現力等】
ソルフェージュドリル３
【学びに向かう力、人間性等】

リズムのほん４
ソルフェージュドリル３
ピアノ

○

合
計

64

芸術 音楽基礎 2

12

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについて
理解している。

音色・リズム・速度・教材・形成を知覚し、
それらの働きを感受しながら、どのように弾くかつ
いて表現意図を持っている。

〇

芸術

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することを目指す

主体的に幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育む。

音楽基礎

知 思

○ ○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などどの関わり及び音楽を理解する

【学びに向かう力、人間性等】

曲想と音楽の構造や歌詞との関わりに関心を
持ち、主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り
組み音楽を愛好する心情を育てる。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

芸術に関する特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養う。

・観察したものを平面上に表現するために必要な技術
がみについている。【知識及び技能】
・モチーフを表現するのに適切な構図、鉛筆の濃淡や
タッチで描くことができている。【思考力、判断力、
表現力】
・描くことに主体的に取り組み、美術的な感性を高め
ることができる。【学びに向かう力、人間性等】

B 鑑賞
【知識及び技能】
　画面への描き方を理解し、鉛筆を適切に使い
分けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　ことを効果的に伝えるための
【学びに向かう力、人間性等】
　主題を選び、工夫して制作できる。

・指導事項
人の作品を鑑賞する
・教材
参考作品

・鉛筆の使い方、画面構成など、制作に必要な要素を
習得できている。【知識及び技能】
・主題が適切且つ効果的に伝わる構図になっている。
【思考力、判断力、表現力】
・主題を選び、それを表現するために、意欲的に制作
に励んでいる。【学びに向かう力、人間性等】

芸術 デッサン
芸術 デッサン 2

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

評価規準

デッサン

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

デッサンの技法や物の形の捉え方、基本的な道
具の使い方を理解し、適切に表現することがで
きる。

対象を描く時の立体表現の法則や無機物と有機物
の質感の差を表現することができる。

○ ○ ○ ○ 16

知 思 態

配
当
時
数

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

〇 1○

〇 1

Cデッサン②
【知識及び技能】
　デッサンの技法や物の形の捉え方、基本的な
道具の使い方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　鉛筆の濃淡表現で対象を描く時の法則を理解
し表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　見えるもの全てを描こうとする姿勢。

・植物と有機物を描く指導

○

○

○

・描写道具の扱い方説明
・幾何学形態と工業製品の基本的
な描写指導

○

〇

指導項目・内容

表現

鑑
賞

29

○

・観察したものを平面上に表現するために必要な技術
がみについている。【知識及び技能】
・モチーフを表現するのに適切な構図、鉛筆の濃淡や
タッチで描くことができている。【思考力、判断力、
表現力】
・描くことに主体的に取り組み、美術的な感性を高め
ることができる。【学びに向かう力、人間性等】

○

○

２
学
期

E　細密デッサン
【知識及び技能】
　デッサンの技法や物の形の捉え方、基本的な
道具の使い方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　鉛筆の濃淡表現で対象を描く時の法則を理解
し表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　見えるもの全てを描こうとする姿勢。

・モチーフをよく観察し、細部ま
で描きこむ指導

○

D 鑑賞
【知識及び技能】
　画面への描き方を理解し、鉛筆を適切に使い
分けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　ことを効果的に伝えるための
【学びに向かう力、人間性等】
　主題を選び、工夫して制作できる。

・指導事項
人の作品を鑑賞する
・教材
参考作品

○

F 鑑賞
【知識及び技能】
　画面への描き方を理解し、鉛筆を適切に使い
分けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　ことを効果的に伝えるための
【学びに向かう力、人間性等】
　主題を選び、工夫して制作できる。

○ 14

・鉛筆の使い方、画面構成など、制作に必要な要素を
習得できている。【知識及び技能】
・主題が適切且つ効果的に伝わる構図になっている。
【思考力、判断力、表現力】
・主題を選び、それを表現するために、意欲的に制作
に励んでいる。【学びに向かう力、人間性等】

〇○

１
学
期

A デッサン①
【知識及び技能】
　デッサンの技法や物の形の捉え方、基本的な
道具の使い方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　鉛筆の濃淡表現で対象を描く時の法則を理解
する
【学びに向かう力、人間性等】
　見えるもの全てを描こうとする姿勢。

・指導事項
人の作品を鑑賞する
・教材
参考作品

○ ○

・鉛筆の使い方、画面構成など、制作に必要な要素を
習得できている。【知識及び技能】
・主題が適切且つ効果的に伝わる構図になっている。
【思考力、判断力、表現力】
・主題を選び、それを表現するために、意欲的に制作
に励んでいる。【学びに向かう力、人間性等】

〇

○

・観察したものを平面上に表現するために必要な技術
がみについている。【知識及び技能】
・モチーフを表現するのに適切な構図、鉛筆の濃淡や
タッチで描くことができている。【思考力、判断力、
表現力】
・描くことに主体的に取り組み、美術的な感性を高め
ることができる。【学びに向かう力、人間性等】

○ ○

〇 1

合
計

64

○ ○ ○ 2

３
学
期

G 人体10分スケッチ
【知識及び技能】
　デッサンの技法や物の形の捉え方、基本的な
道具の使い方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　鉛筆の濃淡表現で対象を描く時の法則を理解
し表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　見えるもの全てを描こうとする姿勢。

・10分という短い時間で人体の構
図を素早くとらえ描く指導

○ ○

・観察したものを平面上に表現するために必要な技術
がみについている。【知識及び技能】
・モチーフを表現するのに適切な構図、鉛筆の濃淡や
タッチで描くことができている。【思考力、判断力、
表現力】
・描くことに主体的に取り組み、美術的な感性を高め
ることができる。【学びに向かう力、人間性等】



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

芸術 グラフィックデザイン

芸術 グラフィックデザイン 2

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術体験全般を通じて、感性を刷新し知見を広げる。作品制作によってそれを具体的に身につけさせる。

制作のプロセスは、造形思考、美的判断の現場である。個の表現も、作品としての完成の成否にかかわる。

興味・関心の持続は、趣味判断や志向性による。自己のものの見方の拠ってきたところをふりかえる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

グラフィックデザイン

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　グラフィックデザインの社会的機能を学び、
制作を通じて色彩・形態等の造形的基礎を学習
する。

　目的や用途に応じた、デザインコンセプトを理
解し、それに応じた発想を立ち上げる。アイデア
スケッチから本制作まで、作品制作のプロセスを
着実に実践し、作品として表現を結実させる。

　今まで体験し、培ってきた美的感性を生かし
ながら、積極的に未知、未見の知識、あるいは
他者のものの見方をもとりいれる柔軟な態度を
養成する。

○ ○ ○ ○

知 思 態

配
当
時
数

・本制作下描き・ロゴの吟味と確
定・配色の再吟味（下絵にアクリ
ルガッシュで仮塗り）→確定・本
制作着彩（希望者はエアブラシ使
用）・マットな着彩法について・
本制作完成

○

文化祭ポスター制作B3　・目的、用
途をもつアートとしてのデザイン理
解。レイアウトの考え方と効果的な
配色について。

・色彩と形態について・過去作品
の紹介・アイデアスケッチ・ラフ
スケッチ（下絵）制作～色鉛筆着
彩→提出・画用紙のB3パネルへの
水張り ○

○ ○ 20

・なるべく多くの発想（アイデア）をたちあ
げる。・ラフスケッチ（下絵）はていねいに
描く。→配色を考える。「水張り」技法の習
得。

○ ○ ○ 10

２
学
期

卒業制作B2大以上～素材、テーマは
自由　立体作品希望者は要相談・美
術表現の多様性の理解・自分に合っ
た表現分野、素材を探す。・発想の
立ち上げから作品完成まで

・過去作品の紹介・アイデアス
ケッチ（発想を練る）・アイデア
スケッチからジャンルや素材を絞
り込む・下絵の作成～着彩

○ ○

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

6

・本制作B3大でのレイアウト・下描きのてい
ねいさ・本制作B3大での配色・（エアブラシ
の効果）・マットな平塗りの仕事・オリジナ
リティ・最終的な作品の完成度

○

・本制作のプロセスの実践・持続的に追及で
きたか・仕事の丁寧さ・オリジナリティと発
想のユニークさ・技術上の練度・完成度の高
さ

○ ○

○

・なるべく多くのイメージを検討し、取捨選
択する。・一つのテーマに絞り込む。・イ
メージが下絵上で明確になっているか。

○ ○ ○

○ 24

合
計

64

○ ○ ○ 4

・それぞれのジャンルに分かれて
の本制作・個別指導

○ ○

３
学
期

講評会・自分の作品についてプレゼ
ンテーションする。・友達の作品を
鑑賞する。・自他のものの見方、と
らえ方の違いを楽しむ。

・作品の発表と講評

○

・自己の作品の言語化・プレゼンテーション
する力・他作品の鑑賞力



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

３
学
期

講評会、自分の作品を発表し、友達
の作品を鑑賞する・自分の作品をプ
レゼンテーションする・自分の制作
をふりかえる・他者のものの見方や
表現を学ぶ

・全員の作品

○ ○

・発表メモの提出・自分の作品を説明し、ア
ピールする力・友達の作品を鑑賞する態度

○

○ 20

合
計

64

○ ○ ○ 4

・本制作・色ガラス、ガラスカッ
ト用具、銅テープ、竹棒、はんだ
ごて、はんだ、フラックス

〇

・色ガラスカットの正確さ・銅テープ巻きの
丁寧さ・はんだ付けの的確さ・デザイン意
匠・発想力、オリジナリティ・作品の完成度

○ ○

・曲線カット○型×６勾玉型×６・正確に
カットできているか・制作可能なデザイン・
制作プロセスをきちんと踏まえている・デザ
インの発想力、オリジナリティ

○ ○

・色ガラスカットの正確さ・銅テープ巻きの
丁寧さ・はんだ付けの的確さ・デザイン意
匠・発想力、オリジナリティ・作品の完成度

○ ○ ○ 14

２
学
期

曲線カットの練習、卒業制作アイデ
アスケッチ～下絵おこし、色鉛筆着
彩、デザイン検討、製図～トレース
～型紙作り、色ガラスカット、・各
制作プロセスをきちんと把握し、取
り組む

・曲線カットの練習・下絵おこし
～型紙作り・工業用透明ガラス、
色ガラス、クロッキー用紙、画用
紙、色鉛筆、コンパス、定規、ケ
ント紙、トレーシングペーパー、
はさみ（ダブルシザー）、色ガラ
ス

○

色ガラスのカット、銅テープ巻き、
仮止め、はんだ付け、完成・各制作
プロセスをきちんと把握し、取り組
む

・本制作・色ガラス、ガラスカッ
ト用具、銅テープ、竹棒、はんだ
ごて、はんだ、フラックス

○

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

10

色ガラスのカット、銅テープ巻き、
仮止め、はんだ付け、完成・各制作
プロセスをきちんと把握し、取り組
む

・制作可能なデザイン・制作プロセスをきち
んと踏まえている・デザインの発想力、オリ
ジナリティ

○ ○ ○ 6

・ガラスを切ることができる・型紙通りにガ
ラスを切ることができる・正方形透明ガラス
×４、色ガラス×２、長方形透明ガラス×
４、色ガラス×２・作業の集中度、忍耐力

○ ○ ○ 8

アイデアスケッチ～下絵おこし、色
鉛筆着彩、デザイン検討、製図～ト
レース～型紙作り、色ガラスカッ
ト、・各制作プロセスをきちんと把
握し、取り組む

・下絵おこし～型紙作り・クロッ
キー用紙、画用紙、色鉛筆、コン
パス、定規、ケント紙、トレーシ
ングペーパー、はさみ（ダブルシ
ザー）、色ガラス ○

ステンドグラス概説、過去作品紹
介、ガラスカットの練習・ステンド
グラスとは何か？ガラスの特性、型
紙通りにガラスをカットする、安全
性への配慮、集中力と忍耐力

・ステンドグラスの初歩・ガラス
カット・工業用透明ガラス、端ガ
ラス（色ガラス）、ガラスカッ
ター、プラニッパー、ガリ、型紙

○

○ ○ ○ ○

知 思 態

配
当
時
数

制作のプロセスは、造形思考、美的判断の現場である。個の表現も、作品としての完成の成否にかかわる。

興味・関心の持続は、趣味判断や志向性による。自己のものの見方の拠ってきたところをふりかえる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

ステンドグラス

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ティファニー式ステンドグラスを制作すること
によってステンドグラス技法の一部を習得し、
開口部や照明器具のデザインについて学習する

各種色ガラスの特性を学び、用途や目的に応じた
配色や組み合わせを考える。デザインの中に自分
らしさを表すように工夫する。

ステンドグラス技法は正確なガラスカットが中
心となる。習得には当然個人差があるので、忍
耐強い取り組みが大切。

芸術 ステンドグラス

芸術 ステンドグラス 2

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術体験全般を通じて、感性を刷新し知見を広げる。作品制作によってそれを具体的に身につけさせる。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

３
学
期

講評会、自分の作品を発表し、友達
の作品を鑑賞する・自分の作品をプ
レゼンテーションする・自分の制作
をふりかえる・他者のものの見方や
表現を学ぶ

・全員の作品

【 知　識　及　び　技　能 】

２
学
期

電動ろくろによる成型、各種成型法
による作陶、菊練り、芯だし、成
型、切り、乾燥、底作り・器物制作
への集中力、探求心・忍耐強く持続
的に取り組む

・菊練り・電動ろくろによる成型
技法・芯出しの技法・切りの技
法・底作りの技法・耐急熱急冷粘
土、電動ろくろ、切糸、しっぴ
き、各種かんな、陶芸用絵具、各
種釉

○

卒業制作、各種作陶法または電動ろ
くろによる成型で大作、もしくは統
一テーマによるセットものの作品を
制作する・各種陶芸技法による集大
成

・菊練り・電動ろくろによる成型
技法・電動ろくろ以外の各種作陶
法・耐急熱急冷粘土、電動ろく
ろ、手回しろくろ、板作り用具、
型作り用具、切糸、しっぴき、各
種かんな、陶芸用絵具、各種釉

○

12

・菊練りの習得・板作り技法の習得・型作り
技法の習得・テラコッタ技法の習得・作品2点
以上制作・作品の意匠、完成度

4

18

陶芸芸術

陶芸について～ガイダンス　　　菊
練りの習得、ひも作り、板づくり、
板づくり２（練りこみ技法）・練り
～焼成までの陶芸の１サイクルを理
解する。・見てまねる→まなぶこ
と・楽しくまじめに取り組む

・菊練り、ひも作り、板つくり
・耐急熱急冷粘土、粘土板、手
回しろくろ、切糸、たたら板、延
ばし棒、どべ、空き瓶、練りこみ
用顔料 ○

型作り、テラコッタ（焼き物の造
形）の制作・型作りの技法・テラ
コッタの技法・実用的な器物を作
る・デザイン意匠を工夫する・発想
力と造形力

・菊練り・板作り技法・型作り技
法・テラコッタ技法・耐急熱急冷
粘土、石膏型、型抜き用布、陶芸
用絵具、各種釉

8

16

芸術体験全般を通じて、感性を刷新し知見を広げる。作品制作によってそれを具体的に身につけさせる。

釉薬の種類と歴史、施釉の技法、陶
芸用絵具について、下絵付けの技
法・発想と表現力・生活の中のデザ
インの位置づけ・素焼き→本焼き、
焼成の実際

・施釉の技法・各種釉、レード
ル、陶芸用絵具、下絵付けの技
法、灰釉

○

・菊練りの習得・施釉の技法の習得・下絵付
け技法の習得・作品の意匠・完成度

○

・発表メモの提出・自分の作品を説明し、ア
ピールする力・友達の作品を鑑賞する態度

・制作したいものをイメージし、それに合っ
た作陶法を選択する。・各自、自由な発想で
制作する・個性的で充実した作品・追究する
力・作品の完成度

○

○

・菊練りの習得・芯出し技法の習得・切り技
法の習得・底作り技法の習得・電動ろくろに
よる成型を追及する・その他各種作陶技法に
よる制作・作品５点以上制作・作品の意匠、
完成度

合
計

64

配
当
時
数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

・菊練りの習得.ひも作り技法の習得・板つく
り技法の習得・成型に集中して取り組む・作
品3点以上制作・作品の意匠、完成度

6

○ ○ ○

芸術 陶芸 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　土と火の芸術としての陶芸を、その制作プロ
セスを通じて理解する。練り、成型、施釉、焼
成等を実践し、総合的な技能を身につける。

 素材としての土の可能性と限界を探求する。制作
という実際の試行錯誤、体験を通じて自己表現の
幅を広げる。陶芸ジャンルの器物としての有用
性・利便性や、鑑賞対象としての価値について理
解を深める。

芸術

制作のプロセスは、造形思考、美的判断の現場である。個の表現も、作品としての完成の成否にかかわる。

興味・関心の持続は、趣味判断や志向性による。自己のものの見方の拠ってきたところをふりかえる。

陶芸

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

　土を扱うことの根源的な魅力、「楽しさ」を
味わう。伝統的な技術を習得する心性を養う。
完成度の高いもの、造形的に優れたものを求め
る、探求心を育てる。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

芸術 実用書道
芸術 実用書道 2

硬筆レッスン帳

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】文字を正確に、読みやすく整えて書くことを目標とする

文字の結構の特徴を理解し、美しく書くことを目標とする

課題に真摯に取り組み、上達を志す姿勢を養うことを目標とする

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

実用書道

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

文字を正確に、読みやすく整えて書くことを目
標とする

文字の結構の特徴を理解し、美しく書くことを
目標とする

課題に真摯に取り組み、上達を志す姿勢を養う
ことを目標とする

○

授業への取り組み
課題の提出

○ ○ ○ 8

知 思 態

配
当
時
数

A 単元　楷書②
【知識及び技能】
　楷書の結構を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の字形を整えることができる
【学びに向かう力、人間性等】
課題に真摯に取り組む

・教材
　テキスト・書道用具

○

A 単元　楷書
【知識及び技能】
　楷書の結構を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の字形を整えることができる
【学びに向かう力、人間性等】
課題に真摯に取り組む

・教材
　テキスト・書道用具

○

○ ○ 8

授業への取り組み
課題の提出

○ ○ ○ 8○

○ 6

２
学
期

A 単元　行書
【知識及び技能】
　行書の結構を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
行書の字形を整えることができる
【学びに向かう力、人間性等】
課題に真摯に取り組む

・教材
　テキスト・書道用具

○

A 単元　履歴書
【知識及び技能】
　履歴書の様式について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
自分の履歴書を美しく書くことができる
【学びに向かう力、人間性等】
課題に真摯に取り組む

・教材
　テキスト・書道用具

○ ○

１
学
期

A 単元ひらがな
【知識及び技能】
　ひらがなの字源を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
ひらがなの字形を整えることができる
【学びに向かう力、人間性等】
課題に真摯に取り組む

・教材
　テキスト・書道用具

○

20

A 単元　葉書の書き方
【知識及び技能】
　葉書の書き方を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
葉書の表書き、裏書きを体裁よく書くこ
とができる
【学びに向かう力、人間性等】
課題に真摯に取り組む

○

授業への取り組み
課題の提出

○

授業への取り組み
課題の提出

○ ○

○

授業への取り組み
課題の提出

○ ○

授業への取り組み
課題の提出

○ ○

○

A 単元　金封の書き方
【知識及び技能】
　金封の種類、使用用途と書き方を理解
する
【思考力、判断力、表現力等】
金封を体裁よく書くことができる
【学びに向かう力、人間性等】
課題に真摯に取り組む

・教材
　テキスト・書道用具

○ ○

○ 6

○ ○ ○

4

合
計

64

○ ○ ○ 4

・教材
　テキスト・書道用具

○ ○

３
学
期

A 単元　封書の書き方
【知識及び技能】
　封書の書き方を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
封書の表書き、裏書きを体裁よく書くこ
とができる
【学びに向かう力、人間性等】
課題に真摯に取り組む

・教材
　テキスト・書道用具

○ ○

授業への取り組み
課題の提出

授業への取り組み
課題の提出



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

合計
128

外国語 英語コミュニケーションⅢ

外国語 英語コミュニケーションⅢ 4

英語コミュニケーションⅢ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

支援をほとんど必要としなくても、英語を聞い
たり、読んだり、やり取りしたり、発表した
り、書いたりするための知識・技能を身につけ
る。

支援をほとんど必要としなくても、英語を聞いた
り、読んだり、やり取りしたり、発表したり、書
いたりするための思考・判断・表現力を身につけ
る。

積極的に英語を聞いたり、読んだり、やり取りし
たり、発表したり、書いたりしようとする。

All Aboard!! English Communication Ⅲ　（東京書籍）

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】 外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，
状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，
これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

１
学
期

Lesson1 Gift to Barcelona
【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項について、基本
的な使い方と意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内容に関して自
分の意見や相手の意見を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容について積極的に理解しようとし、
自らの考を深める。

◆指導事項
文法事項：to不定詞/動名詞
内容：ガウディとその作品
◆教材
教科書、ワークブック、オリジナ
ルプリント、プレゼンテーション
ソフト等

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

○

○

［知識］to不定詞／動名詞を用いた文の形・意味を理解している。
［技能］to不定詞／動名詞の理解をもとに，原稿を書いて発表したりする技能を身に
つけている。
外の有名な建築物に関して書かれた文章について，聞いたり読んだりしたことを活用
しながら，建築物を紹介するレポート番組を作るにあたり，手の意見を知り，自分の
考えをまとめるために，情報や考えなどを話
したり書いたりして伝え合っている。
[思考・判断・表現]
外の有名な建築物に関して書かれた文章について，聞いたり読んだりしたことを活用
しながら自分の考えをまとめるために，情報や考えなどを話したり書いたりして伝え
合っている。
[主体的に学びに向かう態度]
相手の意見を知り，自分の考えをまとめるために，情報や考えなどを話したり書いた
りして伝え合おうとしている。

○ ○ ○ 14

思 態

配
当
時
数

評価規準（抜粋） 知

［知識］現在完了形を用いた文の形・意味を理解している。
［技能］現在完了形の理解をもとに，情報や感想などを話して伝え合ったり，原稿を
書いて発表したりする技能を身につけている。
[思考・判断・表現]
北海道のエゾモモンガやアイヌの人々に関して書かれた文章について，自分の考えを
まとめるために，情報や感想などを話したり書いたりして伝え合っている。
[主体的に学びに向かう態度]
北海道のエゾモモンガやアイヌの人々に関して書かれた文章について，聞いたり読ん
だりしたことを活用しながら，生き物について，相手の意見を知り，自分の考えをま
とめるために，情報や感想などを話したり書いたりして伝え合おうとしている.

○ ○ ○ 14

Lesson2 Akkamui
【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項について、基本
的な使い方と意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内容に関して自
分の意見や相手の意見を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容について積極的に理解しようとし、
自らの考を深める。

◆指導事項
文法事項：現在完了
内容：エゾモモンガとアイヌの
人々
◆教材
教科書、ワークブック、オリジナ
ルプリント、プレゼンテーション
ソフト等

○ ○ ○ ○

○ ○ 1定期考査

［知識］使役動詞を用いた文の形・意味を理解している。
［技能］使役動詞の理解をもとに，インタビューに答えたりする技能を身につけてい
る
[思考・判断・表現]
衣服の働きと自己表現としてのファッションに関して書かれた文章について，情報や
考え，気持ちを話したり書いたりして伝え合っている。
[主体的に学びに向かう態度]
衣服の働きと自己表現としてのファッションに関して書かれた文章について，聞いた
り読んだりしたことを活用しながら，ファッションやスタイルについて，相手の意見
を知り，自分の考えをまとめるために，情報や考え，気持ちを話したり書いたりして
伝え合おうとしている

○ ○ ○ 14

Lesson3 Your True Colors
【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項について、基本
的な使い方と意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内容に関して自
分の意見や相手の意見を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容について積極的に理解しようとし、
自らの考を深める。

◆指導事項
文法事項：使役動詞
内容：自己表現とファッション
◆教材
教科書、ワークブック、オリジナ
ルプリント、プレゼンテーション
ソフト等

○ ○ ○ ○

1定期考査

○

［知識］受け身を用いた文の形・意味を理解している。
［技能］受け身の理解をもとに，昆虫食について学んだり，食糧問題について調べた
事柄などを用いてミニディベートをするとき，意見や情報などを話して伝え合った
り，論題についての意見を書いたりして，ミニディベートを行う技能を身につけてい
る.
[思考・判断・表現]
昆虫食に関して書かれた文章について，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，
食糧問題について，相手の意見を知り，自分の考えをまとめるために，意見や情報な
どを話したり書いたりしてミニディベートを行っている.
[主体的に学びに向かう態度]
昆虫食に関して書かれた文章について，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，
食糧問題について，相手の意見を知り，自分の考えをまとめるために，意見や情報な
どを話したり書いたりしてミニディベートを行おうとしている。

○ ○ ○ 14

Lesso4 Our Future Food?
【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項について、基本
的な使い方と意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内容に関して自
分の意見や相手の意見を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容について積極的に理解しようとし、
自らの考を深める。

◆指導事項
文法事項：受け身
内容：昆虫食
◆教材
教科書、ワークブック、オリジナ
ルプリント、プレゼンテーション
ソフト等

○ ○ ○ ○

◆指導事項
文法事項：関係代名詞
内容：マダガスカルと自然
◆教材
教科書、ワークブック、オリジナ
ルプリント、プレゼンテーション
ソフト等

○ ○ ○

○ ○

○ ○ 14

○ ○ 1

14

Lesson6 The Mystery of the Terracotta
Warriors
【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項について、基本
的な使い方と意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内容に関して自
分の意見や相手の意見を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容について積極的に理解しようとし、
自らの考を深める。

◆指導事項
文法事項：関係代名詞の非制限用
法
内容：古代中国と兵馬俑
◆教材
教科書、ワークブック、オリジナ
ルプリント、プレゼンテーション
ソフト等

○ ○ ○ ○ ○

[知識] 関係代名詞（who, which）の非制限用法を用いた文の形・意味を理解している。

[技能] 関係代名詞（who, which）の非制限用法の理解をもとに，情報や考えなどを話して伝え合ったり，まとま

りのあるパラグラフを書いて発表したりする技能を身につけている。

[思考・判断・表現]

古代中国を統一した秦の始皇帝の業績と彼が残した兵馬俑に関して書かれた文章について，聞いたり読んだりし

たことを活用しながら，訪れてみたい史跡について，相手の意見を知り，自分の考えをまとめるために，情報や

考えなどを話したりまとめたりして，まとまりのあるパラグラフを書いて発表している。

[主体的に学びに向かう態度]

古代中国を統一した秦の始皇帝の業績と彼が残した兵馬俑に関して書かれた文章について，聞いたり読んだりし

たことを活用しながら，訪れてみたい史跡について，相手の意見を知り，自分の考えをまとめるために，情報や

考えなどを話したりまとめたりして，まとまりのあるパラグラフを書いて発表しようとしている。
○

○ ○

［知識］関係代名詞who，which，thatを用いた文の形・意味を理解している。
［技能］関係代名詞who，which，thatの理解をもとに，情報や考えなどを話して伝え
合ったり，原稿を書いてプレゼンテーションをする技能を身につけている。
[思考・判断・表現]
マダガスカルの自然と人々の生活に関して書かれた文章について，聞いたり読んだり
したことを活用しながら，地域の自然の特徴について，相手の意見を知り，自分の考
えをまとめるために，情報や考えなどを話したり原稿を書いたりしてプレゼンテー
ションを行っている。
[主体的に学びに向かう態度]
マダガスカルの自然と人々の生活に関して書かれた文章について，聞いたり読んだり
したことを活用しながら，地域の自然の特徴について，相手の意見を知り，自分の考
えをまとめるために，情報や考えなどを話したり原稿を書いたりしてプレゼンテー
ションを行おうとしている.

○ ○ ○

Lesson5 Madagascar
【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項について、基本
的な使い方と意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内容に関して自
分の意見や相手の意見を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容について積極的に理解しようとし、
自らの考を深める。

○

○ ○ ○ 13

[知識] 名詞を後ろから説明する分詞を用いた文の形・意味を理解している。

[技能] 名詞を後ろから説明する分詞の理解をもとに，情報や考えなどを話して伝え合ったり，まとまりのあるパ

ラグラフを書いて発表したりする技能を身につけている。

[思考・判断・表現]

原爆投下により被爆した広島の路面電車とその運転士だった女子生徒の経験や平和の大切さに関して書かれた文

章について，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，訪れた場所で経験したことなどについて，相手の意見

を知り，自分の考えをまとめるために，情報や考えなどを話したりまとめたりして，まとまりのあるパラグラフ

を書いて発表している。

[主体的に学びに向かう態度]

原爆投下により被爆した広島の路面電車とその運転士だった女子生徒の経験や平和の大切さに関して書かれた文

章について，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，訪れた場所で経験したことなどについて，相手の意見

を知り，自分の考えをまとめるために，情報や考えなどを話したりまとめたりして，まとまりのあるパラグラフ

を書いて発表しようとしている。

○ ○ ○ 13

○

２
学
期

定期考査

Lesson7 Green Challenges
【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項に
ついて、基本的な使い方と意味を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内
容に関して自分の意見や相手の意
見を表現する。

◆指導事項
文法事項：比較表現
内容：地球温暖化と再生可能エネ
ルギー
◆教材
教科書、ワークブック、オリジナ
ルプリント、プレゼンテーション
ソフト等

○ ○ ○ ○ ○

[知識] 比較表現を用いた文の形・意味を理解している。

[技能] 比較表現の理解をもとに，情報や考えなどを話して伝え合ったり，原稿を書いてプレゼンテーションをす

る技能を身につけている。

[思考・判断・表現]

地球温暖化と再生可能エネルギーに関して書かれた文章について，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，

再生可能エネルギーへの投資金額のグラフから読み取った事柄などを用いて，再生可能エネルギーについて，相

手の意見を知り，自分の考えをまとめるために，情報や考えなどを話したり原稿を書いたりして，プレゼンテー

ションを行っている。

[主体的に学びに向かう態度]

地球温暖化と再生可能エネルギーに関して書かれた文章について，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，

再生可能エネルギーへの投資金額のグラフから読み取った事柄などを用いて，再生可能エネルギーについて，相

手の意見を知り，自分の考えをまとめるために，情報や考えなどを話したり原稿を書いたりして，プレゼンテー

ションを行おうとしている。

Lesson8 Witnesses of War
【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項に
ついて、基本的な使い方と意味を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内
容に関して自分の意見や相手の意
見を表現する。

◆指導事項
文法事項：分詞の形容詞的用法
内容：原爆と路面電車
◆教材
教科書、ワークブック、オリジナ
ルプリント、プレゼンテーション
ソフト等

○ ○ ○ ○

○ 1

３
学
期

Lesson9 The Wonders of Lightning
【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項について、基本
的な使い方と意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内容に関して自
分の意見や相手の意見を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容について積極的に理解しようとし、
自らの考を深める。

◆指導事項
文法事項：仮定法過去
内容：雷の不思議
◆教材
教科書、ワークブック、オリジナ
ルプリント、プレゼンテーション
ソフト等

○ ○ ○ ○ ○

[知識] 仮定法過去を用いた文の形・意味を理解している。
[技能] 仮定法過去の理解をもとに，意見や情報などを話して伝え合ったり，論題に
ついての意見を書いたりして，ミニディベートを行う技能を身につけている。
[思考・判断・表現]
雷の発生のしくみや避難方法，地球温暖化との関係などに関して書かれた文章につい
て，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，電気自動車への切り替えについて，
相手の意見を知り，自分の考えをまとめるために，意見や情報などを話したり書いた
りして，ミニディベートを行っている。
[主体的に学びに向かう態度]
雷の発生のしくみや避難方法，地球温暖化との関係などに関して書かれた文章につい
て，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，電気自動車への切り替えについて，
相手の意見を知り，自分の考えをまとめるために，意見や情報などを話したり書いた
りして，ミニディベートを行おうとしている。

○ ○ ○ 13

定期考査

○ 1定期考査 ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

論理・表現Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

①知識・技能…左記指導目標に沿った学
習内容を理解することができる(考査・課
題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内
容を用いた表現を行うことができる(考
査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に
授業に参加し、自らの考えを精査してい
る(授業態度）

①知識・技能…左記指導目標に沿った学
習内容を理解することができる(考査・課
題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内
容を用いた表現を行うことができる(考
査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に
授業に参加し、自らの考えを精査してい
る(授業態度）

①知識・技能…左記指導目標に沿った学
習内容を理解することができる(考査・課
題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内
容を用いた表現を行うことができる(考
査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に
授業に参加し、自らの考えを精査してい
る(授業態度）

外国語 論理・表現Ⅱ
外国語 論理・表現Ⅱ 2

【学びに向かう力、人間性等】

習得すべき知識や重要な概念等を理解してい
る。それらを既有の知識及び技能と関連付けた
り活用したりする中で，概念等として理解した
り，技能を習得したりしている。

知識及び技能を活用して課題を解決する等のために
必要な思考力，判断力，表現力等を身に付けてい
る。

知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，
表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り
強い取組の中で，自らの学習を調整しようとし
ている。

Harmony　English Logic and Expression Ⅱ（いいづな書店）

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況
などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これ
らを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

○ ○ 5

思 態

配
当
時
数

評価規準 知単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇

○ ○ 8

Lesson 2
My Favorite Star
【知識及び技能】
　現在完了形・過去完了形の理解
【思考力、判断力、表現力等】
　現在完了形・過去完了形などを用
いて伝えたり，相手からの質問に答
えたりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　現在完了形・過去完了形
  Description
・教材
　教科書／サブノート／英文プリ
ント／小テスト／Exerciseプリン
ト
・一人１台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集／英
作文の作成／発表活動での利用

○ 〇 〇 〇 〇

○ 1
定期考査

○ ○ 8

Lesson3
My Career Path
【知識及び技能】
　助動詞の理解
【思考力、判断力、表現力等】
　助動詞を適切に用いて，さまざま
な職業について説明することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　助動詞
  Example
・教材
　教科書／サブノート／英文プリ
ント／小テスト／Exerciseプリン
ト
・一人１台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集／英
作文の作成／発表活動での利用

○ 〇 〇 〇 〇

○ ○ 7

Lesson 4
Talking about Japanese Culture
【知識及び技能】
　受動態の理解
【思考力、判断力、表現力等】
　受動態を適切に用いて，日本の建
造物について説明することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　受動態
  Description
・教材
　教科書／サブノート／英文プリ
ント／小テスト／Exerciseプリン
ト
・一人１台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集／英
作文の作成／発表活動での利用

○ 〇 〇 〇

○ 1
定期考査

２
学
期

Lesson 5
Disaster Prevention
【知識及び技能】
　不定詞（名詞用法・形容詞用法・
副詞用法）の理解
【思考力、判断力、表現力等】
　適切な不定詞を使った表現を用い
て伝えたり，相手からの質問に答え
たりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　不定詞（名詞用法・形容詞用
法・副詞用法）
  Process
・教材
　教科書／サブノート／英文プリ
ント／小テスト／Exerciseプリン
ト
・一人１台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集／英
作文の作成／発表活動での利用

○ 〇 〇

○

１
学
期

Lesson 1
During Spring Vacation
【知識及び技能】
　現在形・過去形・未来の表現の理
解
【思考力、判断力、表現力等】
　最近の出来事について説明するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　現在形・過去形・未来の表現
  Narrative
・教材
　教科書／サブノート／英文プリ
ント／小テスト／Exerciseプリン
ト
・一人１台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集／英
作文の作成／発表活動での利用

○ 〇 〇 〇

〇

①知識・技能…左記指導目標に沿った学
習内容を理解することができる(考査・課
題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内
容を用いた表現を行うことができる(考
査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に
授業に参加し、自らの考えを精査してい
る(授業態度）

○

○

○

○

○

6

Lesson 6
Town Planning
【知識及び技能】
　不定詞を使った表現の理解
【思考力、判断力、表現力等】
　適切な不定詞（名詞用法・形容詞
用法・副詞用法）を用いて伝えた
り，相手からの質問に答えたりでき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　不定詞を使った表現
  Reason
・教材
　教科書／サブノート／英文プリ
ント／小テスト／Exerciseプリン
ト
・一人１台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集／英
作文の作成／発表活動での利用

○ 〇 〇 〇 〇

①知識・技能…左記指導目標に沿った学
習内容を理解することができる(考査・課
題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内
容を用いた表現を行うことができる(考
査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に
授業に参加し、自らの考えを精査してい
る(授業態度）

○

〇 〇

①知識・技能…左記指導目標に沿った学
習内容を理解することができる(考査・課
題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内
容を用いた表現を行うことができる(考
査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に
授業に参加し、自らの考えを精査してい
る(授業態度）

○ ○ ○

○ ○ 7

○ 1定期考査 ○



〇 〇 5

○ ○ 7

○ ○ 6

○ 1

Lesson 7
Foods and Culture
【知識及び技能】
　動名詞の理解
【思考力、判断力、表現力等】
　適切な動名詞を用いて伝えたり，
相手からの質問に答えたりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　動名詞
  Cause and Effect
・教材
　教科書／サブノート／英文プリ
ント／小テスト／Exerciseプリン
ト
・一人１台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集／英
作文の作成／発表活動での利用

○ 〇 〇 〇 〇

①知識・技能…左記指導目標に沿った学
習内容を理解することができる(考査・課
題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内
容を用いた表現を行うことができる(考
査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に
授業に参加し、自らの考えを精査してい
る(授業態度）

○

Lesson 8
ICT and Universal Design
【知識及び技能】
　分詞の理解
【思考力、判断力、表現力等】
　適切な分詞を用いて伝えたり，相
手からの質問に答えたりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　分詞
  Example
・教材
　教科書／サブノート／英文プリ
ント／小テスト／Exerciseプリン
ト
・一人１台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集／英
作文の作成／発表活動での利用

○ 〇 〇 〇 〇

①知識・技能…左記指導目標に沿った学
習内容を理解することができる(考査・課
題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内
容を用いた表現を行うことができる(考
査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に
授業に参加し、自らの考えを精査してい
る(授業態度）

○

定期考査
○

○ ○ 1

合
計

64

３
学
期

定期考査

〇

①知識・技能…左記指導目標に沿った学
習内容を理解することができる(考査・課
題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内
容を用いた表現を行うことができる(考
査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に
授業に参加し、自らの考えを精査してい
る(授業態度）

○ ○ ○

Lesson 9
World Peace
【知識及び技能】
　関係代名詞の理解
【思考力、判断力、表現力等】
　適切な関係代名詞を用いて伝えた
り，相手からの質問に答えたりでき
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　質疑応答や生徒同士の学びあい

・指導事項
　関係代名詞
  Narrative
・教材
　教科書／サブノート／英文プリ
ント／小テスト／Exerciseプリン
ト
・一人１台端末の活用
　必要に応じて適宜情報収集／英
作文の作成／発表活動での利用

○ 〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

外国語 英語演習
外国語 英語演習 2

英語演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

習得すべき知識や重要な概念等を理解してい
る。それらを既有の知識及び技能と関連付けた
り活用したりする中で，概念等として理解した
り，技能を習得したりしている。

知識及び技能を活用して課題を解決する等のために
必要な思考力，判断力，表現力等を身に付けてい
る。

知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，
表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り
強い取組の中で，自らの学習を調整しようとし
ている。

Wonderland(いいづな書店), Neo 現代（いいづな書店）

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況
などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これ
らを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

１
学
期

【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項について、基本
的な使い方と意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内容に関して自
分の意見や相手の意見を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容について積極的に理解しようとし、
自らの考を深める。

・文型
・自制

○ 〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇

○

○

①知識・技能…左記指導目標に沿った学習内容
を理解することができる(考査・課題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内容を用
いた表現を行うことができる(考査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に授業
に参加し、自らの考えを精査している(授業態
度）

○ ○ ○ 5

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

①知識・技能…左記指導目標に沿った学習内容
を理解することができる(考査・課題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内容を用
いた表現を行うことができる(考査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に授業
に参加し、自らの考えを精査している(授業態
度）

○ ○ ○ 8

【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項について、基本
的な使い方と意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内容に関して自
分の意見や相手の意見を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容について積極的に理解しようとし、
自らの考を深める。

・助動詞・態

○ ○ ○ ○

○ ○ 1
定期考査（授業内）

①知識・技能…左記指導目標に沿った学習内容
を理解することができる(考査・課題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内容を用
いた表現を行うことができる(考査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に授業
に参加し、自らの考えを精査している(授業態
度）

○ ○ ○ 8

【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項について、基本
的な使い方と意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内容に関して自
分の意見や相手の意見を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容について積極的に理解しようとし、
自らの考を深める。

・不定詞
・動名詞

○ ○ ○ ○

1
定期考査（授業内）以下では省略

○

①知識・技能…左記指導目標に沿った学習内容
を理解することができる(考査・課題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内容を用
いた表現を行うことができる(考査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に授業
に参加し、自らの考えを精査している(授業態
度）

○ ○ ○ 7

【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項について、基本
的な使い方と意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内容に関して自
分の意見や相手の意見を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容について積極的に理解しようとし、
自らの考を深める。

・分詞

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項について、基本
的な使い方と意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内容に関して自
分の意見や相手の意見を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容について積極的に理解しようとし、
自らの考を深める。

・比較・関係詞

○ ○ ○

○ ○

３
学
期

【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項について、基本
的な使い方と意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内容に関して自
分の意見や相手の意見を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容について積極的に理解しようとし、
自らの考を深める。

・history・Culture・Language・
society

○ ○ ○ ○

9

【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項について、基本
的な使い方と意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内容に関して自
分の意見や相手の意見を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容について積極的に理解しようとし、
自らの考を深める。

・仮定法・疑問文・語法・
history(neo現代)

○ ○ ○ ○ ○

①知識・技能…左記指導目標に沿った学習内容
を理解することができる(考査・課題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内容を用
いた表現を行うことができる(考査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に授業
に参加し、自らの考えを精査している(授業態
度）

○

○ ○

①知識・技能…左記指導目標に沿った学習内容
を理解することができる(考査・課題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内容を用
いた表現を行うことができる(考査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に授業
に参加し、自らの考えを精査している(授業態
度）

○ ○ ○

２
学
期

○

①知識・技能…左記指導目標に沿った学習内容
を理解することができる(考査・課題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内容を用
いた表現を行うことができる(考査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に授業
に参加し、自らの考えを精査している(授業態
度）

○ ○ ○ 9

○ ○ 8

○

①知識・技能…左記指導目標に沿った学習内容
を理解することができる(考査・課題）
②思考力・判断力・表現力…学習した内容を用
いた表現を行うことができる(考査・課題）
③学びに向かう力・人間性等… 積極的に授業
に参加し、自らの考えを精査している(授業態
度）

○ ○ ○

8

合
計

64

【知識及び技能】
単元に設定されている文法事項について、基本
的な使い方と意味を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
単元の内容ついて読みながら、内容に関して自
分の意見や相手の意見を表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
本文の内容について積極的に理解しようとし、
自らの考を深める。

・health・science・nature・life

○ ○ ○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択登録者

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

64

〇 8

合計

〇
３
学
期

基礎縫い（ミシン）

【知識及び技能】
ミシン縫いの基本的知識と技能を身
に着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
得た知識や技能を生活に結び付けて
生かす工夫や生活の改善策を考え、
表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
生活をより豊かにするために意欲的
に取り組む態度がみられる。

・自由制作

教材：プリント、DVD

【知識及び技能】
・ミシンに関する基本的知識を理解している。
・ミシンの基本的技術が身についている。
（提出物）
【思考・判断・表現】
・得た知識や技能を身の周りの生活に結び付けて生かす工
夫や生活の改善策を考え、表現することができている。
（提出物）
【主体的に学習に取り組む態度】
・裁縫の知識や技能について、関心を持って学ぼうとする
態度があり、生活をより豊かにするために必要な解決策を
見出そうとしている。
・実習に意欲的に取り組み、期限を守って作品を提出して
いる。
（授業への取り組み、提出物）

〇

２
学
期

基礎縫い（ミシン）

【知識及び技能】
ミシン縫いの基本的知識と技能を身
に着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
得た知識や技能を生活に結び付けて
生かす工夫や生活の改善策を考え、
表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
生活をより豊かにするために意欲的
に取り組む態度がみられる。

・ミシンの名称
・ミシン縫いの基礎
（直線縫い、曲線縫い、角ありの
縫い方）
・ミシン練習（雑巾の作成）
・ミシンを使った小物の制作（巾
着袋）
・自由制作

教材：プリント、DVD

【知識及び技能】
・ミシンに関する基本的知識を理解している。
・ミシンの基本的技術が身についている。
（提出物）
【思考・判断・表現】
・得た知識や技能を身の周りの生活に結び付けて生かす工
夫や生活の改善策を考え、表現することができている。
（提出物）
【主体的に学習に取り組む態度】
・裁縫の知識や技能について、関心を持って学ぼうとする
態度があり、生活をより豊かにするために必要な解決策を
見出そうとしている。
・実習に意欲的に取り組み、期限を守って作品を提出して
いる。
（授業への取り組み、提出物）

〇 〇 〇 33

態
配当
時数

１
学
期

基礎縫い（手縫い）

【知識及び技能】
手縫いや手芸の基本的知識と技能を
身に着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
得た知識や技能を生活に結び付けて
生かす工夫や生活の改善策を考え、
表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
生活をより豊かにするために意欲的
に取り組む態度がみられる。

・用具の名称
・手縫いの基礎
（並縫い・返し縫い・まつり縫
い・ボタン付けの技法）
・布の裁断としるしつけ
・手縫いの小物製作（あずま袋
等）
・手芸作品（ミサンガ）

教材：プリント、DVD

【知識及び技能】
・手縫いに関する基本的知識を理解している。
・手縫いの基本的技術が身についている。
（提出物）
【思考・判断・表現】
・得た知識や技能を身の周りの生活に結び付けて生かす工
夫や生活の改善策を考え、表現することができている。
（提出物）
【主体的に学習に取り組む態度】
・裁縫の知識や技能について、関心を持って学ぼうとする
態度があり、生活をより豊かにするために必要な解決策を
見出そうとしている。
・実習に意欲的に取り組み、期限を守って作品を提出して
いる。
（授業への取り組み、提出物）

○ ○ ○ 23

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

服飾実践

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生活を豊かに営むために必要な衣生活における
基本的知識と技能を身につける。

衣生活の自立にむけたさまざまな課題の解決策
を見出し、実践を評価・改善するなどして課題
を解決する力を身につける。

自分や家庭の衣生活を創造し，実践する態度を
身につける。

生活課題を主体的に解決し，生活の充実向上をはかる力と実践的な態度を身につける。

なし

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】生活の自立のための衣食住や消費生活、家族や家庭生活などの基礎的な知識・技術を身につける。

生活の中の課題の解決策を構想し、実践を評価・改善するなどして課題を解決する力を身につける。

家庭 服飾実践
家庭 服飾実践 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択登録者

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

64

＜子どもの文化＞
【知識及び技能】
　子どもの文化の意義や遊びの重要性を
理解し、簡単な手作りおもちゃを製作す
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　子どもの文化の今後の課題や遊びの現
状の課題について考察することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　子どもを取り巻く環境や文化に関心を
もち、課題に取り組もうとする。

　子どもの文化の意義
　子どもと遊び（制作含む）

教材：ワークノート、プリント

【知識・技能】
　子どもの文化の意義や遊びの重要性を理解し、簡単
な手作りおもちゃを製作することができる。
（提出物）
【思考・判断・表現】
　子どもの文化の今後の課題や遊びの現状の課題につ
いて考察することができる。
（提出物）
【主体的に学習に取り組む態度】
　子どもを取り巻く環境や文化に関心をもち、課題に
取り組もうとしている。
（授業への取り組み、提出物）

12

合計

○

＜子どもの衣服・健康と安全＞
【知識及び技能】
　適切な衣服の状態について理解し、基
礎的な技術を身に着けている。
　病気の特徴や事故の特徴を知り、予防
方法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　衣服選びや着せ方の工夫を考察するこ
とができる。
　子どもを危険から守る具体的な方法を
考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　子どもとのかかわりや事故を防ぐ方法
等について、自分ごととして課題に取り
組む姿勢がある。

○ 1

11

３
学
期

　子どもの衣服の役割・選び方・調節
　子どものおもな病気・予防
　子どもの安全

教材：ワークノート、プリント

【知識・技能】
　適切な衣服の状態について理解し、基礎的な技術を
身に着けている。
　病気の特徴や事故の特徴を知り、予防方法を理解し
ている。
（提出物、定期考査）
【思考・判断・表現】
　衣服選びや着せ方の工夫を考察することができる。
　子どもを危険から守る具体的な方法を考察すること
ができる。
（提出物、定期考査）
【主体的に学習に取り組む態度】
　子どもとのかかわりや事故を防ぐ方法等について、
自分ごととして課題に取り組む姿勢がある。
（授業への取り組み、提出物）

○ ○

授業内テスト
○

２
学
期

1

＜子どもの健康と生活・食事＞
【知識及び技能】
　乳幼児の食生活の特徴や子どもの養護
の必要性について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　子どもの食習慣や健綿康の課題を知
り、何が求められているのか考察するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　食生活にかかわる取組みについて主体
的に情報を収集しようとする。

　子どもの養護
　栄養と食生活
　乳幼児の食事

教材：ワークノート、プリント

【知識・技能】
　乳幼児の食生活の特徴や子どもの養護の必要性につ
いて理解している。
（提出物、定期考査）
【思考・判断・表現】
　子どもの食習慣や健綿康の課題を知り、何が求めら
れているのか考察することができる。
（提出物、定期考査）
【主体的に学習に取り組む態度】
　食生活にかかわる取組みについて主体的に情報を収
集しようとしている。
（授業への取り組み、提出物）

○ ○ ○ 15

授業内テスト
○ ○

思

13

＜乳幼児の発達と保育＞
【知識及び技能】
　乳幼児期の発育の特性や発達の特性に
ついて理解する。
　愛着関係の重要性を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　子どもの発達や保育者とのかかわりに
ついて考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　子どもとのかかわりについて主艇的に
とらえようとする。

　乳幼児期の発育
　乳幼児期の生理的特徴
　発達の特性

教材：ワークノート、プリント

【知識・技能】
　乳幼児の発育や発達について理解している。
　心の発達に関して、愛着形成が重要であることを理
解している。
（提出物、定期考査）
【思考・判断・表現】
　子どもの発達や保育者とのかかわりについて考察す
ることができる。
（提出物、定期考査）
【主体的に学習に取り組む態度】
　自分が保育者になることを想像し、子どもとのかか
わりについて主艇的にとらえようとしている。
（授業への取り組み、提出物）

○ ○ ○

生活課題を主体的に解決し，生活の充実向上をはかる力と実践的な態度を身につける。

態
配当
時数

１
学
期

＜保育の意義・保育の環境＞
【知識及び技能】
　保育の重要性、保護者や保育者の役割
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　保育の重要性や環境が与える影響につ
いて考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　保育の意義や環境について関心を持
ち、考えようという姿勢がみられる。

オリエンテーション
　保育とは何か
　子どもが育つ環境
　家庭での養育
　さまざまな保育の場
　集団保育の重要性
　

教材：ワークノート、プリント

【知識・技能】
　子どもの人格形成における保育の重要性、家庭での
養育と集団保育の役割を理科している。
（提出物、定期考査）
【思考・判断・表現】
　保育の重要性や環境が与える影響について考察する
ことができている。
（提出物、定期考査）
【主体的に学習に取り組む態度】
　保育の意義や環境について関心を持ち、考えようと
いう姿勢がある。
（授業への取り組み、提出物）

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

教育図書　保育基礎

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】生活の自立のための衣食住や消費生活、家族や家庭生活などの基礎的な知識・技術を身につける。

生活の中の課題の解決策を構想し、実践を評価・改善するなどして課題を解決する力を身につける。

保育基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

保育の意義や方法、子どもの発達や生活の特徴
及び子どもの福祉と文化などについて体系的・
系統的に理解するとともに関連する技術を身に
つけるようにする。

子どもを取り巻く課題を発見し、保育を担う職
業人として合理的かつ創造的に解決する力を養
う。

子どもの健やかな発達を目指して学び、保育に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

家庭 保育基礎
家庭 保育基礎 2



年間授業計画　新様式例

高等学校令和 6 年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

○
 ３
学
期

総合演習２ ・各進路に向けた情報活用演習

【知識・技能】
・予測困難な社会で実践できる総合的情報活用ができる。
【思考・判断・表現】
・常に未知の状況で活用できる情報能力を高めることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報社会の中で常に自ら学びを生かそうとするすることが
できる。

○ ○

定期考査

○ 8

実技演習１
・実例からのアルゴリズム作成
・プログラミング言語とその特徴
・基本プログラムの演習

【知識・技能】
・アルゴリズムとプログラムについてそれぞ
　れ作成することができる。
【思考・判断・表現】
・問題解決のアルゴリズムにしたがって，基
　本制御構造を使用して適切なプログラムを設計することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・目的に応じたプログラムを設計し，効率的なプログラムを
作成しようとしている。

○ ○

合計

64

○ ○

・事象からのモデル化
・シミュレ－ション技法

【知識・技能】
・問題や問題解決の意味，問題解決の手順に
　ついて説明することができる。
【思考・判断・表現】
・問題の解決案を検討するために必要な情報
　を収集・整理し適切な資料を作成できる。
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○ 7

1

16

1

○ 8

定期考査

情報Ⅰ演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

演習から問題の発見・解決をするための知識と
情報活用の技能を身に付け情報化社会について
の理解を深め理解しているか。

問題の発見・解決に対して情報と情報技術を適
切で活用できるよう演習を効果的に用いること
が出来るか。

演習から主体的に情報と情報技術を活用し，そ
の結果を評価し改善らることが出来るか。

定期考査

態 配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

理論演習１

・情報システムの構成
・ソフトウェアとハ－ドウェア
・情報のデジタル化
・２進数と情報量
・音や色のデジタル化

【知識・技能】
・計算の仕組みについて説明できる。
【思考・判断・表現】
・アナログとデジタルを説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報のデジタル化について理解しようとし
　ている。 ○ ○

情　報 情報Ⅰ演習
情　報 情報Ⅰ演習 2

○ ○

最新　情報Ⅰ 実教出版

情　報

【 知　識　及　び　技　能 】演習を通して情報機器などの効果的な活用法と情報社会との関わり方について理解できる。

演習の中から問題の発見・解決に向けて主体的に収集、判断、発信して適切に応用することができる。

情報技術を適切に活用することができるよう演習を活用して主体的に取り組むことができる。

○ 7

理論演習２

２
学
期

理論演習３

・ ネットワークのしくみ
・ 情報システムとサービス
・ 情報セキュリティ

【知識・技能】
・通信方式の種類について説明できる。
【思考・判断・表現】
・基本的なネットワ－ク構成を組み立てることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・インターネットの積極的活用することができる。

○ ○ ○ 7

実技演習１
・直線型処理
・分岐型処理
・繰り返し処理

【知識・技能】
・処理する内容を考慮してプログラムを作成することができ
る。
【思考・判断・表現】
・基本的なプログラム構造でプログラムをを設計することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自らが考えて効率的なプログラムを作成しようとしてい
る。

○ ○ ○ 8

総合演習１

・プログラムコーディング
・論理回路とLATCH
・データ活用の理解
・情報社会と問題解決

【知識・技能】
・予測困難な社会で実践できる総合的情報活用ができる。
【思考・判断・表現】
・常に未知の状況で活用できる情報能力を高めることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報社会の中で常に自ら学びを生かそうとするすることが
できる。

○ ○

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識・技能】
自己理解とともに他者について理解できてい
るか。自己の進路を決定できたか。
【思考・判断・表現】
自己の進路等に対して、きちんと考え、文章
でまとめたり、表現したりできるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に授業に参加し、理解しようとしてい
るか。
【方法】
７０％･･･出席状況
３０％･･･①課題の提出状況
   　 　 ②グループ学習への参加等、授業
　　　　　 中の態度
　　　　 ③自己の進路決定

○ ○ ○ 4

 自己の進路について考える ・進路講演会（キャリア教育講演
会）

○ ○ ○ 4

総合 総合的な探究の時間

総合 総合的な探究の時間 1

【 知　識　及　び　技　能 】人と社会のかかわりについて理解と知識を得て、将来の生き方に役立てる。
他者と意見を交わし協働する姿勢を身に付ける。

「人間と社会」

自ら学ぶ方法や態度を身に付ける。
総合的な探究の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

人と社会のかかわりについて理解と知識を得
て、将来の生き方に役立てる。

他者と意見を交わし協働する姿勢を身に付け
る。

自ら学ぶ方法や態度を身に付ける。

総合

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

 自己の進路について考える ・進路ガイダンス（大学・専門学
校・就職　分野別説明会）
・入試形態・入試科目について詳
細に情報を入手し、自身の考えを
二者面談等で担任に明確に伝え
る。

【知識・技能】
自己理解とともに他者について理解できてい
るか。自己の進路を決定できたか。
【思考・判断・表現】
自己の進路等に対して、きちんと考え、文章
でまとめたり、表現したりできるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に授業に参加し、理解しようとしてい
るか。
【方法】
７０％･･･出席状況
３０％･･･①課題の提出状況
   　 　 ②グループ学習への参加等、授業
　　　　　 中の態度
　　　　 ③自己の進路決定

○ ○ ○ 2

 自己の進路について考える ・志望理由書・自己ＰＲの書き方
について学ぶ。（ワーク）
・志望理由書・自己ＰＲの書き方
について学ぶ。（実際に書く）

○ ○ ○ 3

 自己理解・他者理解
 自己の進路について考える

・ＡＩ ＧＲＯＷ実施
・三者面談実施

・進路に向けての調べ学習や受験
勉強など、自己の進路に必要な行
動を行う。

○ ○

２
学
期

【知識・技能】
自己理解とともに他者について理解できてい
るか。自己の進路を決定できたか。
【思考・判断・表現】
自己の進路等に対して、きちんと考え、文章
でまとめたり、表現したりできるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に授業に参加し、理解しようとしてい
るか。
【方法】
７０％･･･出席状況
３０％･･･①課題の提出状況
   　 　 ②グループ学習への参加等、授業
　　　　　 中の態度
　　　　 ③自己の進路決定

【知識・技能】
自己理解とともに他者について理解できてい
るか。自己の進路を決定できたか。
【思考・判断・表現】
自己の進路等に対して、きちんと考え、文章
でまとめたり、表現したりできるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に授業に参加し、理解しようとしてい
るか。
【方法】
７０％･･･出席状況
３０％･･･①課題の提出状況
   　 　 ②グループ学習への参加等、授業
　　　　　 中の態度
　　　　 ③自己の進路決定

○ 4

 自己の進路について考える ・進路に向けての調べ学習や受験
勉強など、自己の進路に必要な行
動を行う。

○ ○ ○ 3

 自己の進路について考える

○ 4

 自己の進路について考える
 卒業準備

・スーツの着こなし講座
・卒業式歌を決定する。

○ ○ ○ 4

 自己の進路について考える ・進路に向けての調べ学習や受験
勉強など、自己の進路に必要な行
動を行う。

○ ○



合計

32

３
学
期

 自己の進路について考える

卒業準備

・卒業に向けて、これまでの高校
生活を振り返るとともに、これか
らの生活を具体的にイメージし、
将来社会に関わり、貢献してく意
識を醸成する。
・卒業式歌の練習をする。

【知識・技能】
自己理解とともに他者について理解できてい
るか。自己の進路を決定できたか。
【思考・判断・表現】
自己の進路等に対して、きちんと考え、文章
でまとめたり、表現したりできるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
積極的に授業に参加し、理解しようとしてい
るか。
【方法】
７０％･･･出席状況
３０％･･･①課題の提出状況
   　 　 ②グループ学習への参加等、授業
　　　　　 中の態度
　　　　 ③自己の進路決定

○ ○ ○ 4


